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5万分の 1地質図幅 士I::
説・ 明 書 ノ‘

和 （旭川一第 26号）

北海道立地下資源調査所

北海道技師 小山内 熙

同 三 谷勝利

嘱 託 高橋功

はしがき

この図幅は，北海道開発庁から委託されて作成したものである。野外調査は，昭和30年，

31年，32年に，延200日を微しておこないその後，北海道立地下資源調査所において，

室内研究を続けてまとめたものである。

野外調査は，ワッカ ウエンベツ川から西側の地域は三谷が，ワッカウエンベツ川と安平

志文内とにはさまれた地域は，高橋が担当 し，小山内が協力した。さらに，安平志文内か

ら東側の地域は，小山内が調査にあたつた。なお，ワッカウエンベツ以西の地域や安平志
ぇ：

内川上流地域の調査にあたつては，石山昭三氏の協力をえた。さらに物滴内川流域，小車
＊ 

内川流域の調査には，鈴木守氏の援助を受けた。また，小車内川地域については，長尾捨
： ；：＊叶：** 1.) 

ー氏の資料を，小車内川支流の水銀鉱山ついては，斎藤昌之氏の調査資料および写真を利
※ 

用させていただき，物滴内川下流部については，藤井浩二氏の調査資料，図福北東隅につ
＊ 

いては藤原哲夫氏の調査資料の提供を受けた。

この地域は，北海道の中核をつくる神居古面帯の，北の延長部にあたつていて，蛇紋岩

が分布しているほか，白翌系が広く発達している。また西部地域には，第三紀陪も分布し

ている。したがつて，これらの岩層に埋蔵されている，水銀，クロムなどの金属鉱物資源

＊ 北悔道立地下賓源調査所技師

；：＊同上 燃料課長

*ネ*同上地質鉱床課長

※ 元九州大学大学院 ・現小野田セメソ ト

1) 斎藤昌之： 天塩鉱山概査報告（謄写），北悔逍立地下資源調査所調査資料，1953.
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のほか，かつて採油された白墜系中の石油，第三系の石炭などの鉱産資源の開発に期待が

よせられていた。しかし，これらの地下資源の産状，分帯などについての，くわしい調査
2)S)1) 

報告は，数が少なく，また総括的な地質調査結果も発表されていない。ただ北部および西
~)~)7)$) 

部の地域については，2,3の調査報告があり，図幅作成にあたつて，少なからず参考とな

つた。

報告にはいるに先だち，調査に協力された石山昭三氏，調査資料を提供された長尾捨一，

斎藤昌之，藤井浩二，藤原哲夫の諸氏に深謝する。また調査の援助と，岩石の顕微鏡鑑定

および水銀鉱床附近，物満内JI!流域の調査資料の供与と協力をおしまれなかつた鈴木守氏

に深く謝意を表する。

I 位懺姦よび交通

この図福の範囲は，北緯44°30'-44°40'.東径142°〇'-142°15'である。

行政的には，上川支庁および留萌支庁の管轄で，中川村，常盤村， 美深町および遠別町

などに屈している。

この図福地域からもつとも近距離の国鉄駅は，北方は宗谷本線佐久駅であり，東方は宗

谷本線恩根内駅である。いずれも，10kmおよび6kmで図福地域に到達できる。しかし，

連絡交通祓関は，北方の佐久駅から図福北端の共和部落まで夏期にバスが通じているにす

ぎない。共和から板谷まで，および恩根内駅から小車内川下流部までは， トラ ックの迎行

が可能な道路がある。それ以外は，ワッカウエンベツ川沿いの道路も，物満内流域の道路

も，馬車道ていどで，この地域の開発上の溢路となつている。

2) 村田 析： 天塩鉱業所の地質とその水銀鉱床，石炭鉱業会報262号。

3) 高田哲弥 ： 天塩国湿根内における水銀鉱床及其地質について，石炭鉱業会報 245号。

4) 矢島澄策 ： 北海道の水銀鉱床，北地資料，5号，1950.

5) MATSUMOTO, T.: Fundamentals in the Cretaceous Stratigraphy in Japan, 

Pts. I, II and III, Mem. Fae. Sci., Kyushu Imp. Univ., Ser. D., Vol. l, No. 

34, Vol. 2, No.l, 1942, 1943. 

6) 井島信五郎： 北悔道中川炭田安乎志内川流域地区調査報告，地調炭田速報， 24号，

1948. 

7) 井烏信五郎 ・品田芳二郎： 北悔道天塩国安平志内油田北部地区地質調査報告，地調

月報3巻 12号，1952.

8) 佐藤誠司 ： 天塩国安平志内川流域西岸の地質，北大理地修論（手記），1950.
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II地形

この地域の地形は， (1)標高200m-750 mの壮年山地と，(2)河川の流域に発達する

河岸段丘，および)1=1"1積地とにわけられる。

II. 1 山地

全般的にみると南から北に向つて低くなつて行く稜線が，おおむね NSまたは NNW

-SSE方向につらなつている。これらの稜線も詳細にみると図福の南東部4分の 1を占

める地域では，一般に起伏のゆるいなだらかな稜線をもつている。しかしその他の地域で

は，凹凸がはげしく ，突出した山峯を形づくつていることが多い。このような地形上の相

異は，明らかに地質棉成員や地質構造の相異にもとづいている。すなわち，ゆるい起伏を

示す地域は，新第三紀の火山噴出物によつて構成される地域である。起伏のはげしい地域

ば先白翌紅白翌紀，新第三紀の堆積岩類および蛇紋岩などによつて構成される地域であ

る。また前にのべた NSまたは NNW-SSE方向の稜線は，この地域を支配する，NNW

-SSE-NSの方向性をもつた， 多数の断）附i線および摺曲構造が，反映しているからと考

えられる。なお，中央北部地域（バナクン川の北西地域）では NS-SW方向の突出した稜

線が連なつているが，これも，明らかに同方向の断屈線をあらわしている。さらに，南東

部の地域でも，不峯岳 (724.2m)の北東側やオ詞逗、山 (708m)の東側は，急傾斜をもつた

山腹をつくつているが，これも，明らかに一種の断）習忠と考えられる。

第1図 小車岳山頂から北部地域の眺望

東側のなだらかな山頂は，蛇紋岩，中央部の突出した山頂

は，白蒻系およびジュラ系の地陪で栴成されている。

（小山内撮影）
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第2図 バナク、ン川北部の地形，断思と地形の凹凸が一致している

II. 2 河川および河岸段丘，沖積地

図幅地域を流れる河川は， NSまたは NNW-SSF方向の流路をとつている。そのほか

これと直交する EW性のものがある。 NSまた NNW-SSE性の代表的なものは，中央
あべしたい

部を南から北に流れ，天塩川に注ぐ安平志内川， この支流のワッカウエンベツ川， および
ものまたい

物満内川などである。これらは，いずれも断屈線や地質界線と関係があつて，一種の構造

谷と考えられる。ことに安平志内川の板谷附近から下流の SSE-NNWの流路は，明らか

に，後からのべる衝上性の断階線にそつている。このように構造線と関係があるため，流
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域には，比較的平坦地の発達がみられる。すなわち，河岸には，高低2段の河岸段丘面と

沖積面が発達している。河岸段丘は，河床面からの比高 30-40mの面と，10-20m の

面であつて，いずれも厚 5-6mの堆積物をのせている。前者は，かなり不連続な分布を

示しているが，後者は前者に比べて，分布が広い。高位面（第1段丘）は，おもに安平志

内川本流の河岸でみとめられるが，その他の河川では，ほとんどみられない。

次に EW性の河川は，前にのべた，河川の支流が多い。そのほかオルグルマナイ川や，

西部地域を西流する鉄砲沢，ヌプリバオコマナイ川， ヌプリケジオマプ川などがある。こ

れらはいずれも地腔の走向を切つて流れ ，比較的複雑な流路方向の変更がみとめられる。

一般に EW性の河流に沿つた平坦面の発達は不良で，図示できるほどの拡がりをもつ河

岸段丘や沖積地はほとんどみとめられない。

III 地 質

III. 1 地 質概説

この地域の地質構成員は，第3図のように区分することができる。

図福地域は，神居古面帯と呼ばれている構造楷の北部の延長にあたつている。しかし，

この地域では，神居古憚喘のおもな構成員とされている，結晶片岩類は，まつたくみあた

らず，蛇紋岩とジュラ系 • 白翌系 • 第三系が広く分布している 。 ジュ ラ系 • 白堅系は，北

海道の中央部を，神居古憚帯と密接な関係をもつて，南から北に広く発達する一連の堆積

屑の一部である。これは空知腟群，蝦夷囮群および函淵層群などと呼ばれているものであ

る。

図福地域では ジュ ラ系 • 白蛋系は，断I晋で寸断されているため，一連の関係はみられず，

空知層群の一部と中部蝦夷I習群が直接断層で接している。

空知I図群は，火山噴出の産物である輝緑凝灰岩 ・輝緑岩を主体とする下部（志文内川屈）

と砂岩 ・チャート ・頁岩などで描成される上部（パナクvJII刑）とからなつている。

蝦夷屈群 • 安川屈群（手函淵腔群）は ， ともに砂岩や頁岩を主体とした累形で，粗粒—

細校の輪廻を数回くり返している。その間には，リズミ カルな互I屈i状態を示す部分もふく

まれている。下部には，中性ないし酸性の凝灰岩が堆積していて，主要な婉庖となつてい

る。化石は，菊石やイノセラムヌが主体で，佐久川尼iから産出しはじめ，ニゴリ川屑でも

つとも豊富である。
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図揺の東北部には，白堅系を貿ぬいて，蛇紋岩や俊白岩類が発達し，いわゆる神居古淵

特の中核部の特異な構造帯を形成している。これらの蛇紋岩や俊白岩類の近入は，白堅系

の堆積後 • 新第三系堆積前と考えられている 。

蛇紋岩類の逍入にともなつて，かなりはげしい造構造運動があり，NNE-SSWの方向

性をもつた断）屈i群や摺曲が発達したようである。しかし，この棉造は，新第三系堆積後の

運動でこわされ，原形がのこされていることは少い。

その後，新弟三紀までは，陸化の時代が経過している。したがつて，古第三紀の堆積物

は，まつたくみとめられない。

新第三紀にはいつて，西部から海浸がはじまり白塁系を不整合におおつて，大和陪が

堆積している。大和屑は砂岩が主体であるが，後期には榛木沢）国とした，泥岩で構成され

る地貯が堆積している。その後，隆起と沈降がおこなわれ，粗い堆積物が，榛木沢I図を不

整合におおつて発達した。これが古丹別層と呼んだものである。古丹別層の堆積期は，ひ

じように荒い海況で， 礫岩 • 砂岩 • 泥岩がいりまじつた異状堆積がおこなわれている。し

かし，一時期には，石炭を堆積させる環埃もあつたようである。

その後，ふたたび隆起と沈降によつて，小車岳恩とした地陪が，古丹別層の上に，不整

合に発達している。小車岳恩堆積の海域は，大和1包iや榛木沢胴堆積の海域よりはるかにひ

ろがり ， 東部地域まで海浸が進んだようである 。 初期は ， 砂岩 • 泥岩 ・凝灰角礫岩にまじ

つて，石炭を堆積している。その期間は短く， しだいに火山活動がはげしくなり，厚い火

山噴出物でおおわれたようである。しかし，II寺々活動がおとろぇ，局部的に砂岩 ・泥岩な

どを堆積している。後期には，ほとんど活動もおとろえて，東野屈とした砂岩を主体とす

る堆栢がつづいている。

その後，この地域は隆起に転じ，かなりはげしい構造運動がおこなわれている。それは，

現在みられる NNW-SSE方向の摺曲と断層――一部には西にのしあげる衝上断腔状の逆

断間もふくんでいる。＿ーであらわされるものである。

第四紀になると現在の河川流域に， 2段の段丘堆積物と，段丘面をのこしながらかん

けつ的な隆起をつづけ，現在の地形を完成している。

III.2 地 質各説

III.2.1 ジュラ 系

III. 2. 1. 1 空知層群

輝緑凝灰岩 ・ チャート • 砂岩などで栂成されている地屈である 。 これらの地庖は ， 北部

- 7-



n) 10h 

の天塩中川図幅地域の鬼刺岳を中心とした地域に広く発達し， 鬼刺I翌iと呼ばれていた地層

である。このl図幅地域では，分布が少なく ，また断恩で上位の蝦夷層群と接しているため，

前後の関係や尼序も明らかでない。しかし， 天塩中川図幅地域でみとめられる岩相屈序か

ら，いちおう，下部を輝緑疑灰岩を主体とする志文内川屈，上部をチャ ー},砂岩で構成

されるパナクジ川層として， とりあつかつた。

1 志文内川庖〔S1〕

模式地： 志文内上流の国炭稜線に向う枝沢

分布： 志文内川上流

の稜線山地，およびパナク

ジ川上流や支流に，NSま

たは NNE-SSWの方向性

をもつて分布している。

溝造： 一般に層理を

示していることが少ないた

め，この地屈そのものの構

造は明らかでない。しかし

全般的な分布と，上位の地

層の走向とから，志文内川

上流では， N20°-30°E,バ

ナクン川支流では N60°-

70°Eの走向を示している

ようである。

関係： 下限が露出し

ていないため，下位屈との

関係は，明らかでない。

岩質および岩相 ： 輝緑

凝灰岩および輝緑岩で構成 第4図 パナク、ン川支流に厖出する輝緑凝灰岩の施
（裔柄撮影）

9) 長尾捨―: 5万分の 1地質図幅「天塩中川」および説明粛，北悔道立地下毀源調査

所（未刊）

10) 森田義人 ： 天塩国安平志内川流域地質調査報告，東北大地質古生物卒諭

,;, MATSUMOTO, T.: 前出 5),井島信五郎 ・品田芳二郎 ： 前出 6)の鬼刺）愕群
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されている。

輝緑凝灰岩は．暗緑色またはII裔赤緑色を呈し．細粒緻密なものや，粗粒で角荘凝灰岩

状のものなどがみとめられる。局部的には，集塊岩状の部分もみとめられる。志文内川

上流では，比較的塊状の産状を呈し，一般に細粒である。しかしバナク、ン川支流では，

角礫凝灰岩状の粗粒のものや，緻密で細粒のものなどがみ とめられる。また全般的に石

英や方解石の細脈でttぬかれ．いわゆる烏奨状を呈していることが多い。

輝緑岩は，バナク、ン川支流の沢 lコ附近に．模式l'.i<Jに霰出しているほか，志文内川上流

にも枕状構述を示すものがみとめられる。一般に郡緑凝灰岩との境界は不明瞭である。

第5図 輝緑岩の霧出（志文内川上流）

一部に枕状構造がみられる（高橋撮影）

陥 厚 ： 上位隠の走向 ・傾斜から，この地）箇の厚さは，おおよそ 300m以上である。

2 バナクシ川層〔S2J

模式地 ：

分布・

栂造：

る。

パナク ン川中流の，北から流れる支流下流部。

前にのべた志文内川屈の東側および東南側に，帯状に分布している。

模式地では，N50°-70°Eの走向と，垂直または 80°SEの傾斜を示してい

関 係： 前にのべた志文内川I芭とは整合的である。志文内川層の上に発達する砂岩か

らこの地附iにふくめた。

岩質および岩相 ： 砂岩およびチャートで棉成されている。

砂岩は，灰青色または暗灰色を呈し，粗粒から細粒のものまでみとめられる。． 粗粒の
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ものは石英をふくんでいて，ぎらぎらするのが特ちょう的である。また，硬砂岩様の堅

硬なものもはさんでいる。

チャートは，暗宵緑色や灰白色を呈し，緻密である。板状の隠理を示していること が

多く，厚さ 50-150cmで砂岩と互摺している。

模式地では，砂岩およびチャー トの互圏が主体で，頁岩をわずかに介在する岩相を示し

ている。

脳厚： 300111以下と考えられる。

III. 2.・2 白 謳系

図福の南東部および西部をのぞく ，ほとんど全域に，砂岩 ・頁岩 ・礫岩などで構成され

る厚い＿連の地I習が発達している。これは，化石内容や岩相から白塁系の主体となつてい
11) 

るもので，蝦夷層群と，函淵腔群に対比される安川図群にわけられる。

III. 2. 2. 1 蝦夷層群

この地域に発達する蝦夷隠群は，天塩中川図福地域で明らかにされた岩相区分に対比す

ると，中部蝦夷際群と上部蝦夷層群に相当する。天塩中川図福地域では，空知隠群の上に，

下部蝦夷層群とされている，厚い砂岩 ・頁岩の累層が発達しているが，この図幅地域では，

下部蝦夷恩群に相当する地I図は，みあたらない。

中部および上部蝦夷層群を通じて，特ちょう的なことは， (1)酸性～中性凝灰岩をしば

しばはさんでいること， (2)粗粒堆積物と細粒堆積物で構成される輪廻がくりかえされて

いること， (3)上部は，菊石，イノセラムスなどの化石を豊富に産することなどである。

このような特ちょうのうちで，(1)および (2)は岩相対比上，重要な手がかりとして追跡

できる。(3)の特ちようは，地層中から化石を採取できたものは数が少ない。ほとんどの

場合，転石であるため，層位的な位骰を明らかにすることは困難である。

A 中部蝦夷層群

おもに安平志内川の東側に分布し，かなり複雑な摺曲と断層によつて， くりかえし露出

している。一般に化石の産出がまれである。 しかし岩相的には，3-4の鍵脳がみとめら

れ，分布全域にわたつて追跡できる。この鎚屈によつて，この地域では，下部からさらに

さこたんだけ

(1) 白滝恩〔M,〕 (2) 佐古丹岳陪〔M叫

(3) 佐久川恩〔M辺 (4) 佐久層〔M,〕

11) 高橋功二 ： 天塩安乎志内川流域における安川陪群（いわゆる函渕摺群）下底の不整

合について，地質， 65巻，1959.

＊長尾捨ー ： 前出 9)
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に細分することができる。これらの地屈

は，いずれも北方の天塩中川図幅地域に，

標式的に発達している。したがつて， こ

の図幅でも，それぞれ天塩中川図福地域

の模式地名を採用 している。

1 白 滝層〔M1〕

模式砒： 志文内川の本流および南の

支流。

分布： 志文内川の中流部，パナク

ン川流域および物満内川の支流などに分

布している。

構造： 志文内川流域では，N5°-

80°Eの走向と， 70°-90°NWおよびSE

傾斜を示し，急傾斜の背斜1構造がみとめ

られる。一部では，逆転傾斜を示してい

る。パナクジ川の下流では，N30°-70°

w. 35°-70°SW, 中流では，N60°-90°

E. 50°-70°SE, 上流では，N10°W-N

20°-30°E・80°NEまたは 40°-60°SE

の走向 ・傾斜をそれぞれ示している。ま

た物滴内川の分布地域では，一般に， N

20°-30°W の走向と 60°-90°NEおよ

び60°-70°SWの傾斜がみとめられ， 小

第6図 志文内川流域の中部蝦夷陪群

柱状対比図

A: 白施陪 B: 佐古丹岳陪 C: 佐久川刑

D: 佐久陪

X: 志文内川本流 Y: 北の沢 Z: 南の沢

・1: 砂岩 ・頁岩互陪 2:団球帯 3:頁岩

規模な摺曲構造をくりかえしている。 4:、ンルト岩 5: 砂岩 6: 凝灰岩

関 係： 下位居とは断屈で接している。その関係は，パナクジ川の本流および支流で

みとめられる。パナクジ川屈と接する場合には，採界部に蛇紋岩体が逃入している。北部
＊＊ 

の天塩中川図福地域では ， 白滝腔の下位に ， なお整合的に加幌｝罰 • 神路屈 • 小野寺層など

が発達しているが，この図福地域では，上にあげた地間に相当する岩相は，まつたくみら

れない。

＊ ここにあげた模式地は，この図幅地域の模式的な発達地である。以下同じ。

＊＊ 長尾捨ー ： 前出 9)
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岩質および岩相 ： 砂岩および頁岩の互層が主体である。その間に，鋭）屈として追跡で

きる凝灰岩を 5-6枚はさんでいる。

砂岩は，中粒または細粒の暗宥灰色のもの，および細粒～粗粒の灰白色捩灰質のもの

第7図 クチャコロ川下流に隊出する白施隠凝灰岩（石山昭三撮影）

第8図 板谷北方安平志内川本流の白沌陪の露出

ハンマ ーの下部はチャ ート 状凝灰岩（石山昭三撮膨）
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などがみとめられる。ともに板状の盛状を示している。前者は頁岩と 5-20cmていど

の厚さの菊互）翌状態を示していることが多い。また後者は，1-1.5mていどの厚さで頁

岩中に介在している。この砂岩の中には，しばしば連続性のない 3-10cmていどの厚

さの， レ`ノス＇状 石炭菊屈をはさんでいる。

頁岩は，II爵灰色～暗青灰色で，板状の産状を呈している。砂岩と互屈状態をとつてい

ることが多い。また凝灰岩の上下には，灰色の凝灰質頁岩がみとめられる。

凝灰岩は， 平手灰色 ・ 灰白色 • 白色などを呈し，きわめて細粒 • 堅硬でチャー ト状とな

つているものと，灰白色およびII音緑色で，やや粗粒のものとがみとめられる。前者はチ

ャートと誤認するようなものであり，後者は，哭田片を多品に含んでいるこ とが，特ち

よう的である。両者は互屈状態を示していることが多い， 凝灰岩 1枚の厚さは，30cm 

から 5mにおよぷものまでみとめられる。
l~)J:1)1-1 )15) 

この凝灰岩は，ほ とんど全道的に，同一翔準にみとめられるもので，中部蝦夷陪群下

部の重要な鍵陪となつている。

志文内川およびパナクン川流域では，砂岩 ・頁岩の蒋互層からはじまり，約 30mでチ

ャー ト状疑灰岩（厚さ 60-lOOcm)と頁岩の互陪，および砂岩 ・頁岩の凝灰岩の互肪部が

約 100-150m 発達している 。 この互屈部では，頁岩 • 砂岩に富んでいる 。 その上部は，

砂岩および頁岩で樅成されている。 約 100mでふたたびチャ ー ト状凝灰岩 ・粗粒凝灰岩

と，砂岩 ・頁岩の互層部がみとめられる。その厚さは約20-40mである。この互雇部は，

やや凝灰岩に富んでいる。さらに上部は，頁岩にとんだ博互盾iまたは砂岩をはさむ頁岩屈

となつている。この厚さは約200mであつて，上位屈の基底砂岩に達している。一方，物

満内川流域では，志文内川流域のように，凝灰岩の枚数は多くない。厚さ 60cm-2mて

いどの灰白色チャート状疑灰岩が，砂岩 ・頁岩と互屈部に 2枚みとめられるだけである。

これは，この地域の白滝胴が，上 ・下とも断陀で切られ，全I罹iが録出していないためとも

考えられる。

屈 厚 ： 志文内川およびパナクン川流域では，450mほど面出している。しかし，物

満内川流域では，300-350mほどしか露出していない。

2 佐古丹岳層 〔M砂

模式地： 志文内川本流

12) 橋本 亙： 5万分の 1地質図幅「山部」および説明粛，北i毎道開発庁， 1953

13) 橋本 亘 ： 5万分の 1地質図幅「下岱良野」および説明密，北悔道開発庁，1955

13) 小山内熙外 ： 5万分の 1地質図幅「石狩金山」および説明害，北悔道開発庁， 1958

15) 小山内熙 • 松下勝秀 ： 日商山脈西株の白聾系，1. 双珠別 • 千呂厖 • 、ンビチャリ地

域の白謳系の陪序，北海道立地下資源調査所報告，21号，1959.
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分 布： 白滝屑〔M1〕と，ほぼ同様な分布を示している。そのほか，クチャコロ川上

流地域にわずかに分布している。

棉 造： 志文内川の下流では， Nl0°-60°E・40°-90°NWの一般走向 ・傾斜がみと

められ，単斜棉造を示している。しかし，中流では，Nl0°-50°E・80°-90°NWおよび

SWの走向 ・傾斜を示し，向斜構造がみとめられる。中流では，一部に逆転傾斜がみとめ

られる 。 パナクジ川下流部およびパナクジ川北方の沢の下流では ， N20°E-N35°W • 55° 

SEおよび 70°SWの走向 ・傾斜を示し，軸部を断屈で切られた向斜構造をとつている。

クチャコロ川下流では， N80°-90°E・30°-50°SEである。物滴内川支流の上流では，

Nl0°-50°W または Nl0°-30°Eの走向と，30°-70°NWまたは SW, および 30°-80°

NEの傾斜がみとめられ，一部には小背斜構造が発達している。

関 係 ： 白滝屈とは，まつた＜整合的である。白滝屈の上に発達する，粗粒の厚い板

状砂岩の下底から，この地陪にふくめる。

岩質および岩相 ： 砂岩および頁岩で構成されている。

砂岩は，灰白色 ・灰行色などを呈し，粗粒から細粒のものまでみと められる。一般に

凝灰質である。板状の産状を呈していることが多い。また頁岩と互尼状態を示している

ことが多い。

基底部は，灰白色または淡青灰色の，凝灰質粗粒砂岩が発達している。一部では， 礫質

となつていることもある。一般に塊状であるが，上部ほど産状を示すようになる。厚さは，

約 130111であつて，志文内川流域では，ほとんど変化しない。しかし，パナクジ川中流で

は，約50mほどしかみとめられない。

基底砂岩の上部は，灰肯色または暗青灰色の中粒～細粒砂岩と，暗灰色頁岩との板状互

屈が主体である。砂岩と頁岩の塁は，ほぼ等呈である。しかし，この互l図部の中部および

上部には，厚さ 15-40mほど，板状頁岩屈をはさんでいる。

この地層の基底砂岩は，分布地域全般，ことに基底部の発達する志文内川流域で， 錠層

として追跡でき，前にのぺた白滝J習の凝灰岩とともに，構造解析上のよい手掛りとなつて

いる。

屈 厚 ： 志文内川流域では，断屑で切られてはいるが，ほとんど全屈が露出し，約500

mの厚さを示している。しかし，そのほかの分布地域では，基底部がみられず，上部の互

屈部が200-350mほど発達している。

3佐 久 川 層〔M3〕

模式地： 志文内川右股支流の下流部

ー 14-



分 ’布 ： 志文内川本流および支流の下流，パナクシ川上流，クチャコロ川上流，物満

内川本流の下流および上流と各支流，オグルマナイ川上流，クチャ コロ川下流の南方など

に分布している。

棉造： 志文内川流域では， NS-N40°E • 30°-80°NWの一般走向 ・傾斜を示し，

単斜栂造をとつている。パナクi/川上流では，かなり破砕されて転移してはいるが，一般

に N30°E • 40°-70°SEの走向 ・傾斜を示している。クチャコロ川上流地域では，走向が

NS-N20°Eから N20°-60°W にかわり，50°-90°NWおよび SWの傾斜を示してい

て，前にのべた佐古丹岳層を核として，そのまわりをとりまく背斜構造をとつている。物

満内川流域では，N30°-60°Eから Nl0°-40°W の走向と， 20°-80°NWまたは NEの

傾斜がみとめられ，小摺曲栂造をくりかえしている。オグルマナイ川上流では， NS.60° 

-70°E, クチャコロ川南部では，NS.30°Eの一般走向 ・傾斜がみとめられる。

関 係 ： 下位の佐古丹岳陪とは，整合的である。佐古丹岳層の上にのる厚い泥質頁岩

から，この地I面にふくめた。

岩質および岩相 ： 頁岩およびジルト岩で構成されている。

模式地では，板状の暗灰色頁岩が，約 380m発達し，その中部は，2-3の小型団球帯

がみとめられる。団球帯の団球の中には， 小型のイノセラムスおよび菊石の破片がみとめ

られる。頁岩栖の上部は，庖理のあまり明瞭でない，II音灰色～灰青色のジ Jレト岩が，約

220mほどみとめられる。その上部は，ふたたび板状I習理を示す，暗灰色頁岩が約 200m

発達している。この頁岩屈の中部にも， 1司球梢が 2幣みとめられ，小型イノセラムスをふ

くんでいる。

一方，ほかの地域では，模式地ほど明瞭な岩相区分ができない。ほとんど頁岩が主体で

あつて，まれに細粒 • 暗灰色砂岩の蒋陀 (30----:-50cm)をはさんでいる。

全域を通じて，この地層の中には，灰白色または黄白色の細粒 ・ベンートナイト状凝灰岩

（厚さ 5mm-3cm)を数枚はさんでいる。この凝灰岩は，模式地では，下部および上部の

頁岩中に比較的多くみとめられる。

尼 厚 ： 模式地では，約800mの厚さを示している。しかし，ほかのほぼ全刑の露出

している地域（クチャ コロ川上流や物満内川下流部の左支流など）では，450-600 m て

いどの厚さとなつている。

化 石 ： 松本達郎によると，多くの菊石 ・イノセラムスなどが採集されているが，箪

者らは，次のものを採集しただけである。

* MATSOMOTO, T.: 前出 5)
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Desmoceras (Psudouhligella) japonica YABE 

D. sp. 

lnoceramus yabei NAGAO & MAT. 

（高橋功二鑑定）

4佐久層 〔M心

模式地： 志文内川下流部

分 布： 志文内川下流地域，パナクン川およびクチャコロ川の中 ・上流地域，物滴内

川本流沿岸，オグルマナイ川支流の水銀沢上流，胡桃山を中心とした，南北の帯状地域な

どである。

構造： 志文内川下流地域では，Nl0°-30°W • 70°NE および N30°-40° E • 30°-

55°NWの走向 ・傾斜がみとめられ，向斜構造を作つている。パナクン川上流では，N30°

E • 40°SE, クチャコロ川中流から上流にかけては，N30°E・30°-40°NWからしだいに

EW 性 · S 落ちにかわり，最上流では ， N70°-80°E • 45°-60°SEとなつている。 物満

内川流域では， N20°W-N30°E • 40°-80°NEまたは SEの一般走向 ・傾斜を示し，本

流ぞいの向斜溝造がうかがえる。なお，物満内川の一部では逆転傾斜もみとめられる。オ

グルマナイ 川水銀沢上流では ， N20°W • 55°SWである。胡桃山南方の沢では Nl0°W ・

35°-40°SWで， 単斜構造をとつて岱名出し，上 ・下部は断脳で切られている。また胡桃山

第9図 安乎志内）II本流の佐久際の臨出 （石山昭三撮影）
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北方地域では， NS• 80°W および Nl0°E.70°-80°SEを示し，急立した背斜棉造がみ

とめられる。

関 係： 下位の佐久川I詈とは整合である。佐久川I習の上にのる互陪部の下底からこの

地胴にふくめた。

岩質および岩相： 砂岩 ・頁岩および礫岩で構成されている。

砂岩は，淡褐色または淡灰色の粗粒から細粒のものまでみとめられる。ほとんど頁岩

と互恩状態を示していることが多い。

礫岩は，一般に拳大以下の円礫を，粗粒の砂でかためたものが多い。まれに人頭大前

後の円礫をふくんでいることもある。場所によつては，礫が少なくなり 礫質砂岩となつ

ていることもある。このほか，指頭大前後の円礫を，泥でかためた礫岩もみと められる。

礫は，ほとんど円礫である。礫の種類は ， 粘板岩 • 砂岩 ・チャー ト・輝緑岩 ・頁岩など

である。
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第10図 vvケナイ沢の佐久限の霰出（石山昭三撮影）
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第11図

模式地の向斜東翼部では，佐久川屈の頁岩の上に， 淡灰色中粒砂岩と頁岩の互層が発達

している。互層の上部は，‘粗粒砂岩をへて，礫岩および礫質砂岩が発達し，上部になるに

したがつて，しだいに板状屑理面の発達する粗粒砂岩となり，頁岩の薄屑をはさんでいる。

さらに ， 上部は ， 互I箇をへて，粗粒砂岩 ・ 礫岩 ・ 礫質砂岩 • 基質が泥で構成される礫岩お

よび礫質泥岩などが，みとめられる。これらの上部は，ふたたび板状砂岩と頁岩の互層を

へて，頁岩がみとめられる。

このような，かなりはげしい上下の岩相変化は，水平的に追跡しても普遍的なものでは

ない；たとえば，志文内川下流向斜の西蔑部では，東翼部の岩相に対比することは困難で

ある。さらに物満内川流域や，パナクジ川 ・クチャコロ川上流などの岩相をくらべてみて

も，連続的な岩相を示していない。一般的にみる と 南北方向では，北部ほど礫粒が大き

く，礫岩層そのものの厚さも厚くなつている。また東西方向では，西部の志文内川下流に

くらべて，東部の物滴内川流域の方が礫粒が大きく，礫岩の厚さも厚くなつている。しか
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第 12図 佐久烈柱状対比図

X: 志文内川 Y: クチャコロ 上流 Z: 物満内川

a: 西爽 b: 軸部 c: 東爽 d: 下流部 e: 中流部 f: 上流部

1: 西知良志内粒（頁岩） 2: 砂岩 ・頁岩互屈 3: 礫岩（基質砂岩）

4: 砂岩 5: 頁岩 6: 佐久川附（頁岩） F: 断粕

し，礫岩尼iの介在数は，西部の方が多い。 また礫岩の基質を比較すると東部では，ほと

んど粗粒の砂であるが，西部では，泥で構成されているものもふくんでいる。

尼 厚 上限が，多 くの場合断胆で切られているため，真の隠厚は，ほとんどの地域

で不明である。志文内川流域では， 400rn十ほどみとめられる。物満内川では 470m十で

ある。一方クチャコロ川上流では，厚さ 290-300mで上位屈と接している。

化 石． 一般に化石の産出はまれである。 しかし，珍田ノ沢の御出から，次のような

化石を採集した。

Scaphites (Yezoites) pueれ沼!us]!MBO 

S. (Yez.) Planus YABE 

Scalarites sp. 

Gaudoryceras sp. 

Inoceramus concentricus costatus NAGAO & MATSUMOTO 

Ino. cfr. teshioemis NAGAO & MATSUMOTO 

（高橋功二鑑定）
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B
 
上部蝦夷層群

おもに安平志内川の西部地域に発達 し，中部蝦夷屈群の上に整合的にかさなる， 頁岩に

富む累屈である。上部蝦夷膀群では，菊石やイノセラムフ、を主体とする動物化石を， 豊富
にしちらしない

に埋蔵していることが特ちょう的である。岩相によつて，さらに，(1)西知良志内陪〔Uふ
おお主がり

(2)大曲｝図 〔い〕，(3)ニゴリ 川層 (U立 (4)奥板谷屈〔u.,〕に細分することができる。
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第13図 上部蝦夷屈群柱状対比図

A: 佐久陪 B: 西知良志内図 C: 大曲陪 D: ニゴリ 川陪 E: 奥板谷層

a: 砂岩 b: 礫岩 c: ジルト岩およびジルト質砂岩 d: 凝灰岩

e: 砂岩 ・頁岩互陪 f: 頁岩 g: 断陪 h: 不整合

安平志内川上流地域·—-1, 2: 安平志内川本流 3, 4, 6: ニゴ リ川

5, 7: チ` ノダの沢 8, 9: 板谷附近 10, 11: V レケナイ沢

大和地域一ー12:ワッカウエ｀ノペツ川本流および化石沢 -13: 学校の沢

14: ワッカウエソペツ川本流

共和地域一―-15:クルミ沢 16: ワッカウエンベッ川口

18: 大曲西沢部 19: オソウツユナイ沢

17: 大曲東爽部

模式地：

にしちらしない

西知良志内層 〔U〕
くるみ

胡桃山南方の沢 (I/I/ケナイの沢）

分 布 ： 安平志内川とワッカウエンベツ川にはさまれた地域で，共和市街附近から二

ゴリ川上流まで帯状に分布している。模式地附近で，もつとも広く発達している。そのほ

ー 20-



か，クチャ コロiiI中流および上流部，オグルマナイ川上流および下流部，物満内川支流の

一部などに分布している。

棉 造： 模式地を中心とした南北の帯状地域では，一般に N10°E-N20°W の走向と，

45°-80° の領斜を示しながら，背 • 向斜構造をつくつている。一方，クチャコロ川中流で

は ， N20°W • 50°SWであるが，上流では，N30°-70°E・70°S£ となつている。オグ）レ

マナイ川下流の南方では，N40°E・70°SEの走向 ・傾斜がみとめられる。物協内川支流で

は， N40°E • 45°SEおよび N5°E・80°NWで，一つの向斜棉造を作つている。

関 係 ： 下位の佐久層との直接の関係を，観察できるのは，クチャコロ川上流および

物満内川右支流だけである 。 そこでは，整合的に佐久）~i の上にのつ

ている。ほかの地域では，断刑で下位尼iと接している。

岩質および岩相 ： 大半が[I音灰色の頁岩またはジルト岩で構成さ

れている。

全般的に単調な岩相を示しているが，大まかには，なお上 ・中 ・

下の三部に区分できる地域もある。模式地附近を中心とした岩相屈

序は次のようである。

下部一ー暗灰色の頁岩またはジル ト岩で棉成され，石灰質団球や

化石の産出がまれである。

中部＿ー基底から厚さ 270m附近からは，ンル ト岩を主体とし，

やや砂質の部分をはさんでいる。また，10-lOOcmの宵灰色凝灰質

中粒砂岩を，しばしばはさんでいることが特ちょう的である。まれ

に砂岩の層面に菊石 ・イノセラムスの化石が保存されていることが

ある。

上部ーー暗灰色の頁岩を主体としている。上部には石灰質団球を

比較的多くふくんでいる。化石の産出はあまり多くはないが，泥岩

中にイノセラムスの破片をふくんでいることがある。

このような岩相屈序は，模式以外の地域では，あまり明らかでな

い。

屈 厚 ： 模式地では，断恩および摺曲がくりかえされているた

め，正確な居厚はえられない。しかし，おおまかには，'.400)11士の

脳厚がみつもられる。

化 石 ： 安平志内川本流の，大曲屈直下の頁岩中からえた，石

ー 21-
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第14図

上部蝦夷屈群模式

柱状（安平志内川

本流上流部）



灰質団球に，次のような化石をふくんでいる。

Gaudryceras tenuiliratum YABE 

Menuites cfr. pusilus MATSUMOTO 

Phyllopachyceras ezoense (YoKOY AMA) 

Epigoniceras glabrum (JIMBO) 

2大曲圏〔U2〕

模式地： 共和

市街北方の大曲附

近，および板谷部

落南方約 3kmの

安平志内川本流ゴ

ージ。

分布： 主要

部は，大曲附近か

ら南に， N20°W

方向に帯状分布を

示している。その

ほか，板谷南方地

域 ・珍田ノ沢 ・ニ

ゴリ川上i派・クチ

ャコロ川下流およ

び中流 ・オグルマ

ナイ川上流および

下流などに発達し

ている。

構造： 大曲

附近では， N20°W

-NS・60°-80° ・' 

（高橋功二鑑定）

NEおよび NS・

70°w の走向 ・傾

斜を示し，上位層 第15図 安平志内川本流Iレートマップ

-— 22 -



を抱く向斜構造をとつている。しかし軸部は断層で切られている。界の沢およびワッカウ

エンベツ川下流では，N10°-40°W ・30°-80°SWで単斜栂造をつくつているが，界の沢

上流では，向斜構造がみとめられる。また胡桃沢では，Nl0°W • 70°NEおよび N25°E・

30°NWで，背斜構造をつくつている。そのほか，大和部落附近でも Nl0°-20°Eの走向

を示しながら ， 背 • 向斜をく りかえ している。ニゴ リ川上流および中流部と珍田ノ沢でも，

N40°W-N20°E. 30°-90°NE および SW の走向 ・ 傾斜で， 背 • 向斜栂造みとめられる。

安平志内川本流地域では，EW-N70°E・45°-60°SEで単斜構造を示しているが，大きく

みると南に沈んだ一つの向心向斜となつている。一方クチャコロ川の中 ・下流でも，N

10°W• 60°-70°NE および N50°W • 70°SWの走向 ・傾斜を示し，上位屑をのせる向斜

梢造をつくつている。 しかし，NS性の断屈でかなり複雑にこわされている。牙グルマナ

イ川では，断屈で転移して走向 ・傾斜は一定していないが，下流の模式的な砺出では，NS

-70°E および N50°W• 40°-50°NEの単斜構造をつくつている。

関 係 ： 下位陪とは整合的である。どの録出でも，下位恩のジル ト岩または頁岩の上

に，粗粒～細粒砂岩と頁岩

の互I邑が発達している。こ

の互I芭部の下底からこの地

A!iにふくめた。

岩質および岩相： 砂

岩 ・頁岩および礫岩で構成

されている。

砂岩は，淡宵灰色で，

細粒から粗粒のものまで

みとめられる。一般に凝

灰質で，粗粒のものには，

小豆大の礫を散点的にふ

くんでいることもある。

礫岩は，淡灰色の基地

に， 赤 • 白 • 寄 • 黒など

の色調を示す礫をふ くむ

もので，礫粒は，拳大か

ら指頭大のものが多い。

一般に角礫が多いが，円

鹿されたものもみとめら

第16図 ォグルマナ イ川下流ll)大曲刑の露出
（長尾捨一撮影）
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れる。礫の種類は ， チャー ト ・ 粘板岩 • 砂岩 ・珪岩などが多いが，頁岩の破片をふくん

でいることもある。また，ホルソフェルスの礫をふくんでいることが特ちよう的であ

る。基質は，ほとんど粗粒の砂で構成されている。

大曲では，次のような岩相肥序を示している。

最下部は，細粒～中粒砂岩の薄層と頁岩の細互唇である。上部になるほど，しだいに砂

岩の厚さを増し，中部になると，礫岩をはさむ礫質砂岩が発達している。またジルト岩の

薄層をはさんでいる。上部は砂岩の中にジルト 岩をひんぱんにはさみ，互園状態を示して

いる。

板谷南方の安平志内川本流でも，上にのべたような岩相と，ほぼ同様な岩相層序を示し

ている。しかし，クチャ コロ川では，下流部 ・中流部ともに，礫質祖粒砂岩と，砂岩 ・頁

岩の互屑だけが露出している。さらにオグルマイ ナ川では，粗粒～中粒の塊状砂岩が主体

となり，上部に頁岩をはさむ互屑部がみとめられるだけで，礫岩の発達はみられない。

層 厚 ： 大曲附近では，420m士であるが，板谷南方では 480mとなつている。とこ

ろがクチャコロ川中流では 350-400mであり，オグルマナイ川下流では約350mとなつ

ている。

化 石 ： 化石の産出はきわめてまれである。二枚介の化石破片がみとめられただけで

ある。

3 ニゴリ川層〔Us〕

模式地： ニゴリ川下流部

分 布： 主部は，オソウンュナイ沢からワッカウエンベツ川流域にかけて，大曲園の

分布地域の西側に広く分布している。そのほか，ニゴリ川下流 ・クチャ コロ川下流および

オグルマナイ川上 ・下流などに分布している。

構 造 ： 大曲層とほぼ同様な構造を示している。

関 係 ： 大曲屈とは整合的である。大曲層最上部の互層の上に発達する，ジルト質頁

岩または頁岩から，この地屑にふくめた。

岩質および岩相： ジJレ ト質頁岩 ・ 頁岩 • 砂岩 ・ 凝灰岩などで構成されている 。

ジルト質頁岩および頁岩は，一般に泥つぽいものである。暗灰色であるが，風化する

と淡褐灰色となり，黒つぽい斑紋ができて，いわゆるドロクイ状となつていることが多

し、

砂゚岩は，暗緑色または淡緑胄色を呈し，粗粒または中粒で，叛灰質である。凝灰岩や

＊新称，松本達郎 ： 前出 5)のウソプシナイ｝屈井島信五郎 ・品田芳二郎 ： 前出 6)の

ウソフヘンナイ泥岩陪，高柄功二： 前出 11)のオソウ・ンナイ陪の一部に相当する。
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頁岩と互陪していることが多い。また縞状のラミナをもつているものや，板状の屈理の

明らかなものなどをはさんでいる。

凝灰岩は，淡緑灰色または灰白色で，粗粒のものや，細粒でペソトナイト状のものな

どがみとめられる。一般にやわらかく ，粗しようなものが多い。厚さは 2mをこえるも

のはないようである。

模式地では，下部は，暗灰色頁岩で構成され，灰白色の蒋いベントナイト状凝灰岩をは

さんでいる。下底から約200m附近に，化石をふくむ小型団球冊がみとめられる。中部に

は，暗緑宵色粗粒凝灰質砂岩 ・ ジルト質頁岩 • 灰白色の疑灰岩などの互層が， 約 180mほ

どみとめられる。凝灰岩は，厚さ 1.5mていどのものが4枚みとめられる。上部は，シル

卜質頁岩および頁岩で構成されており，厚さ約 110mである。下半部に 2-5cmの蒋い灰

白色凝灰岩をはさんでいる。

安平志内川本流では，模式地とほぼ同じような岩相を示しているが，下部には， ドロク

イ状ンJレ｝岩をはさんでいる。また，模式地では，中部に凝灰岩が 4枚介在しているが，

本流では， 1枚しかみとめ

られない。

一方クチャコロ川では，

v; レト質頁岩が主体となつ

乙いる。ただ下底から約

280m附近に凝灰質灰白色

粗粒砂岩の露出が，厚さ約

10mほどみとめられる。ま

た，それから 250m上位に

は，暗緑灰色～淡緑灰色の

凝灰岩（厚さ約 5m)がみ

とめられる。この凝灰岩

は，前にのぺた模式地に露

出する，中部の凝灰岩に相

当するものと考ぇられる。

さらに，凝灰岩の上部約

120 111附近には，細粒砂岩

と頁岩の互恩が約 30mほ

ど発達している。

第17図 ワッカウエソベツ）11下流ニゴリ川囮中の

化石保存状態（石山昭三撮影）
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陪厚： 模式地では ．

460mであるが，安平志

内川本流では， 510mと

なつている。またクチャ

コロ川では，断諮で切ら

れて重複しているようで

あるが，少なくとも 750

mはみつもられる。

化石： 一般に中部

および上部からの産出が

多い。もつとも特ちょぅ

的なものは，Eupachy-

discus haradai (JIMBO) 

で，中部凝灰岩 • 砂岩 ・

頁岩の互層部の約 50m

上位に多産する。そのほ

か，下部からは，Gaudry-

ceras tenuiliratum Y ABE 

• EJ;igoniceras glabrum 

(JIMBO) • Hauericeras 

第18図 クチャコ P川支流のニゴリ 川）図中の砂岩に保

存された化石（邸栖撮影）

angustum Y ABE • Neo如zosiaspp. Polyptychoc釘asspp. Jnoceramus naumanni YOKO・ 

YAMA (高橋功二鑑定）などを採集した。

4 奥板谷膀 〔u~J

模式地： 安平志内川本流とニゴリ川との合流点附近

分 布 ： 模式地附近およびクチャコロ川下流の向斜部にだけしか分布していない。

栴 造 ： 定平志内川本流では，N50°-70°E.30°-45°SEであるが，ニゴリ川下流で

は，N20°-30°E・50°-60°SEの一般走向 ・傾斜を示しており南に沈んだ向心向斜構造

をつくつている 。 また ， クチャコロ川下流および， クチャコロ川南方の沢では ， NS • 30° 

-50°£ および N20°-30°W • 20°-30°SWの走向 ・傾斜を示し，向斜棉造がみとめられ

,, 新称，高梢功二 ： 前出 11), のオソウ、ンナイ）芭巌上部の V部）習に相当する。
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る。

関 係： 下位）図とは整合漸移している。したがつて，ジ）レト岩または細粒砂岩にとみ，

いわゆるドロクイ砂岩が主体となる部分から，この地層にふくめた。

岩質および岩相： i/)レr岩および細粒砂岩で構成されている。

ともに暗灰色～淡灰色であるが，風化すると，淡褐色となり，いわゆる ドロ クイ状砂

岩～ジルト岩となる。

安平志内川本流では，下部に径30-50cm大のマール梱，中部に小型泥灰質団球朴も上

部に砂質団球をまれにふくむ帯がみとめられるだけで，全層ほとんど単調な岩相を示して

いる。ただ上部になるほど，砂質分にとみ，粒度が荒くなる傾向がみとめられる。

隠 厚 ： 模式地では 810mの厚さを示している。その他の地域では，向斜構造をつく

つていたり，断謄で切られていたりするため，真のI副厚はわからない。

化 石 ： 前にのべた地屈にくらべて化石9の産出はかなり少なくなつでいる。団球の中

からは，ほとんど産出しない。一般に地J罰の中に埋蔵していることが多いため，保存不良

で，鑑定にたえるものは少い。ただ菊石類に くらぺてイ ノセラムヌの破片が多くみとめら

れる。鑑定できたものは，次のとうりである。

Neopuzosia sp. 

均igonicerassp. 

Jnoceramus cfr. orienta!zs SoKOLOW 

（高橋功二鑑定）

III.2.2.2 安 川 層群

天塩中川図幅地域では，前にのべた蝦夷屈群の上に，不整合と考えられるような発達を

示す，地層がみとめられている。しかもこの地脳の中からは，ヘトナイ世上部を示す化石

を産出している。この図福地域にも，これらの地）面の一部に相当する地陀が発達している。

この地屈を下三股圏〔Y,〕としてとりあつかつた。 一

''* 1下三股庖 〔Y1〕

模式地 ： 安平志内川上流地域

分 布 ： 安平志内川上流の，本流を中心とした地域，および図福西端の 36号ノ沢 ・オ

モ1/J四ノベツ沢の上流地域に分布しているだけである。

構造： 安平志内川では， N20°-40°E・10°-40°SEの走向 ・傾斜がみとめられ，向

＊ 高橋功二 ： 前出 11)にもとづく 。

** 新称，高梱功二 ： 前出 11)の安川附群としてまとめたものの一部に相当する。
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斜の西翼部が露出 しているものと考えられる 。 また ， 因幅西端では ， Nl0°-20°W • 30°-

35°NEの一般走向 ・傾斜を示している。

関 係 ： 模式地では，奥阪谷陀の上に，礫岩からはじまる砂岩屈がのつている。基底

面は，多少の凹凸はみとめられるが， 上 ・下｝習の走向 ・傾斜には，いちじるしい相違はみ

られず，不整合かどうかは明らかでない。しかし，図梱西端地域では，下三股庖と考えら

れる厚い砂岩層の下に，Euj1achydiscusharadai (JIMBO)をふくみ，団球の多い頁岩陪が

発達している。その間には東部でみられる奥阪谷面相当の，特ちょう的な岩相部はみら

れない。このことは，天塩中川図幅地域でみられる安川院群下底の不整合といわれる関係

と一致していて，奥阪谷層を欠除しているのではないかと考えられる。

岩質および岩相： 砂岩を主体としている。そのはか，礫岩 ・頁岩がわずかにみとめら

れる。

砂岩は，II音灰色または淡褐色を呈し，粗粒から細粒のものまでみとめられる。しばし

ば悔緑石と考えられる ， 暗緑色の細粒や ， チャー ト • 砂岩の細粒をふくんでいて，いわ

ゆる雑色状を呈する部分が多い。また，炭化木片（佳化木）や柏物化石破片をふくんで

いることが多い。

礫岩は，基底部にだけみとめられる。暗灰色の砂でかためた，かなり粗しようなもの

である。礫は拳大以下の円礫が多い。

頁岩は，基底部で，砂岩と細かい互屈を示している。

局部的に，砂粒が荒くなつたり細くなつてりしている力も全屈ほとんど砂岩で構成され

ている。しかし基底部 10-20m の部分には，礫岩が l-1.5mほど発達し，その上に砂

岩 ・頁岩の細かい互厨部がみとめられる。

肥厚： 模式地では，300m以上発達している。

化 石 ： 模式地では，地屈中に，イノセラム；；．の化石破片をかなりふくんでいるが，

鑑定できるものは，えられなかつた。西瑞部の下三股層からは，,'Wetaplac;,1:ticerassubti-

listriatum (JIMBO)を産している。

III. 2. 3 火 成岩 類

ここでは，蛇紋岩や製白岩類などの逃入岩類や，玄武岩岩脈について記載する。

III. 2. 3. 1 蛇紋岩〔Sp〕

図幡の東北部の稜線を描成して， 南北にかなり広く分布している。そのほか，物渦内川

の西側の各支流や， パナクン川上流地域 ・ クチャ コロ川中 ・ 上流地域 • オグルマナイ川上

流地域などに，小さな分布がみられる。これらは，いずれも白堅系堆積後の構造運動にと

*鈴木守の調杏研究資料にもとづいた。
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もなつて，構造線にそつて逃入したものと考えられる。大きな分布を示す地域では，栂造

線の原形は，まつたくかくされている。しかし，物満内川 ・バナクi/川 ・クチャ コロ川な

どの地域のものは，幅数m-lOm,延長数100mにとどまる小岩体で，断屈線と密接な

関係をもつている。すなわち，物満内川の西側支流でみられる岩体は，いずれも NS-N

10°-20°W 方向の断陪線にともなつている。またパナク i/川のものは Nl0°-20°E方向，

クチャコロ川のものは N30°-40°E方向の断層線にそつている。

全般的に，葉片状化した，いわゆる片状蛇紋岩になつている。この間に，塊状の岩相が

残つている。とくに破砕のいちじるしいところでは，乳白色の蛇紋粘土が発達している。

小岩体として分布しているものは，片状蛇紋岩となり，粘土化していることが多い。東北

部の大きな蛇紋岩体の西側は，約 20-50mの幅にわたつて，炭酸塩作用をうけている。

なお，水銀鉱床を胚胎しているのは，この帯に限られている。

大きな岩体に残されている，塊状の蛇紋岩は，かんらん石の仮象を残す淡緑色の板温石

がみとめられる。この間に絹布石が少蟄みとめられる。また，赤褐色のクロム鉄鉱や，ち

り状の磁鉄鉱が散点している。薬片状のものでは，ほとんどせんい状の板温石からなり，

この間にちり状の磁鉄鉱が，片理の方向にならんでいる。

なお，炭酸塩化された岩相では，大部分が粒状の方解石で置換されている。この中に，

わずかに板温石や，まわりが磁鉄鉱化したクロム鉄鉱がみとめられる。

III.2.3.2 優白 岩〔Le〕

蛇紋岩体の中に，蛇紋岩および白翌系の白滝囮を貫ぬいて，幅数mの岩脈がみとめられ

る。俊白質の緻密 ・塊状の岩石で，坊岩様の岩質をもつている。

多数の0.5-1mmの大きさの，斜長石斑晶をもつ斑状構造をしめしている。この斜長石

は，力JレJレスパ ット型式双晶を示している。また，累幣栂造がみとめられる。さらに，斑

晶として，緑泥石化した黒雲母の長柱状結晶を多くふくんでいる。石基を描成する鉱物の

大部分は，細粒の短冊状斜長石で，部分的に流理構造を示している。この間を，微細な石

英 • 黒雲母 ・ 緑泥石でうずめている 。 黒雲母は ， X= 淡黄色 •Y=Z=褐色の多色性を呈し

ている。

III. 2. 3. 3 角閃岩類

この岩石は，鉱出では確かめることができなかつたが，北東部の蛇紋岩が分布している

地域で，大きな角礫状転石として，かなり多くみとめられる。細粒の輝緑岩質のものや，

角閃片岩 ・租粒の斜長石斑状変晶の顕著な，角閃岩などがみとめられる。これらは，いず

れも蛇紋岩体にとりこまれた捕股岩と考えられる。
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角閃片岩： 緑色角閃石と斜長石を，主成分として，そのほか緑れん石’・チタン石 ・`チ

タン鉄鉱を少塁ふ くんでいる。

板状あるいは葉片状の緑色角閃石が，方向配列を示しており，この間をうずめている斜

長石とともに全変晶質構造をつくつている。角閃石は，半自形結晶で，チタン石や斜長

石を包かしており ， X=草緑色 • Y=Z=黄緑色の多色性を示している。 CZ=22° , 斜長石

は丸味をおびている。内部に微細な緑泥石ができているため，ひじようによごれている。

緑れん石は，角閃石や斜長石を置換して，ボイキロプラストをつくつている。なお，片理

を斜めに貫ぬく歯長石の細脈がみとめられる。

角閃岩： 角閃石 ・斜長石は，ともに祖粒であり，モザイックに組合いながら，方向配

列している。これを置換して，曹長石 ・ぶどう石が，脈状またはバッチ状に発達している。

輝緑岩質岩： 原岩のオフィテック組織を，ょく残している。しかし，普通輝石の大部

分は，緑色角閃石に変つており，斜長石は完全にソーンュル石化している。これらを貫ぬ

いて，ぶどう石脈がみられる。

III.2.3.4 玄武岩岩脈 (Bs〕

この岩石は，東北端の 480.4m三角点を中心とした地域に転石としてかなりころがつ

ている。実際の露出はみられないが，おそらく白堅系佐久肥iを貫ぬく ，岩脈と考え られ

第19図 かんらん石玄武岩岩I派の顕微鋭写真 X 20 
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る。

斑晶は，普通輝石＞かんらん石である。普通輝石は，長径 O.Ol-0.3mmの大きさの自

形または半自形のもので，ところどこ ろに集合して，パッチ状になつているのがみとめら

れる。かんらん石は， 0.1mm前後のもので，だいだい色のポーナイトに変つている。さら

に，そのまわりを磁鉄鉱がとりまいている。

石基は，間粒状組織をもち，長柱状の斜長石とその間をうずめる粒状の輝石とは，流

理構造を示している。これらの間に細粒の磁鉄鉱が散点している。

顕微鏡でみた結果は，かんらん石玄武岩である。

111.2.4 新第 三 系

この地域の新第三系は，西部および南部に，白翌系を斜交不整合におおつて，広く発達

している。ほとんどが海成の堆積肥である。しかし，間に，陸成の堆積相のようすを示す

亜炭層を介在する火山砕屑岩を主体とした累屈をはさんでいる。いずれも中新世の地屁で

ある。

それぞれの累層の岩相上の特ちょうは，図幅地域の南方の，羽幌 ・築別地域を模式地と
JC.)1i)1R) 10) 

した新第三系の特ちょうとよくにている。しかし， 一部の累J習は，東部地域や北部の天
20)21) 

北地域などの，新第三系の地屈に連なつている。

IIl.2.4. 1 大 和 層〔Yt)

模式地 ： ワッカウエンベツ川本流で，大和小学校の下流 2kmの地点附近。

分 布 ： ワッカウエンベツ川本流流域および本流の西側の各支流に，帯状に細長く発

達している。また， ペンケホロベツ川 ・パンケホロベツ川などの最上流にも，帯状に分布

している。

16) 対馬坤六 • 松野久也 • 山口昇― : 5万分の1地質図幅「苫前」および説明盟地調，

1954. 

17) 松野久也 • 山口 昇— : 5万分の 1地質図幅「羽視」および説明祖，地調，1955.

18) 猪木幸男 • 田中啓策 • 秦 光男 • 佐藤t専之 ： 5万分の1地質図幅「幌加内」および
説明書，地調， 1958.

19) 対馬坤六 • 田中啓策 • 松野久也 • 山口昇ー ： 5万分の1地質図幅 「逹布」および説

明担，地調， 1958.

20) 今西 茂： 5万分の 1地質図幅「名寄」および説一明忠，北悔道立地下資淵調査所，

1956, 

21) 長谷川潔 • 長尾捨— : 5万分の 1地質図幅「音威子府」および説明宙，北海道開発

庁（未刊）

＊新称
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構 造 ： ワッカウエンペツ川にそつた地域では， Nl0°-30°W ・15°-35°SW,向斜の

西翼部では，Nl0°-25°E・25°士SEの走向 ・傾斜を示し，大きな向斜構造をつくつてい

る。またワッカウエンベツ川上流には， N10°-30°W の走向をもつた小さな規模の向斜栂

造が発達している。

関 係 ： 白堅系のいろいろな地層を，不整合におおつている。

ワッカウエンベツ川流域では，上部蝦夷脳群ニゴリ川層iと接している。両地J図の不整合

関係は，数地点で観察できる。基底面は，細かい不規則波状面をつくつている。この面の

上には，白翌系から供給された，頁岩や砂岩の礫をふくんだ，厚さ 10-15cmの基底礫岩

ないし含礫砂岩が発達している。

また向斜の西蔑では，安川層群の下三股層と不整合で接している。

このように向斜の西翼で，下位に接する地層がちがつている。このことは，白翌紀と

新第三紀の地質構造に，明らかな相違があることを示している。

岩質および岩相： 全層を通じて，砂岩が卓越し，礫質砂岩や砂質泥岩をわずかにとも

なつている。

砂岩は，灰緑色で，中粒から細粒のものまでみとめられる。一般に無J図理で塊状のも

のが多い。風化すると風化面にそつて，薄板状に剃理しやすい。このほか，堅硬な板状

砂岩の曲J習や暗緑色の海緑石粒と考えられる細粒片をふくむ砂岩などみとめられる。ま

• 第 20図 ワッカウニ‘ノベツ）II本流 大和隠の砂岩の器出 （石山昭三撮影）
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第21図 ワッカウエ‘ノベツ本流 大和屈砂岩の総出（石山昭三撮影）

た石炭の小片または炭粉 .~ 毎梃介化石などを，局部的にふくんでいる。砂岩の中には，

泥灰質団球を，｝図理に平行に，散点的にふくんでいることが多い。

この地肪の碁底部には，厚さ 10-15cmていどの礫岩屈ないし礫質砂岩恩が，不整合面

にそつてみとめられる。その上位には， 中粒から細粒の砂岩が厚く累重している。礫岩か

ら砂岩に移る部分には，海桜化石が，化石床状または密集帯をつくつて，ふくまれている

ことが多い。大和の学校の沢では，不整合面から，下位のニゴリ川層のII音灰色泥岩にむか

つて掘られた，穿孔介化石 (Phoradediasp.)の穿孔がみとめられた。

中部から上部にかけては， 灰緑色の中粒砂岩と，細粒砂岩との不規則な互陪で，一部に

砂質泥岩 • 砂岩との互隠部を蒋くはさんでいる 。

屈 厚 ： 向斜構造の東翼部では，北部の榛木沢附近で 180m の厚さがみつもられる

が，南に向つてしだいに厚くなつている。すなわち，模式地附近では 220m, ワッカウエ

ンベツ川上流では 280m前後となつている。一方西痰部では，東翼にくらぺて，かなり薄

くなつている。ペンケホ ロベツ川上流の計測では 100m前後である。

化石： Nuculana sp. 

Venericardia abeshinaiensis 0TUKA 

Dosinia sp. 

lv!ercenaria sp. 

Peronidia chibana 0TUKA 
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Periploma besshoensis YOKOYAMA 

Pholadedia sp. 

Natica sp. 

Turれtellasp. 

力二のつめ
＾ン）キ

III.2.4.2 榛木沢 園〔Ht〕

模式地： ワッカウエンベツ川支流の榛木沢入口附近

（三谷勝利鑑定）

分 布： 下位の大和脳にそつて，大和陪と同じような分布を示している。

構 造： 大和間の方構造と，ほぼ一致している。

関 係： 大和脳とは漸移している。大和屈iの砂質岩相から泥質岩相にかわる部分を，

楳木沢層の脱界としている。

岩質および岩相： 泥岩が主体である。．ときには，下位の大和）罰の砂岩と同質の砂岩薄

層や薄い凝灰岩層を介在している。

泥岩は，暗灰色で，一般に屈理があきらかである。風化すると，灰色になり，細かい

片状塊に破砕しやすい。ときどき砂粒のまじつた分級のわるい泥岩をはさんでいる。こ

れらの泥岩の中には，泥灰質団球や，悔根介化石を，わずかにふくんでいる。

凝灰岩は，灰白色の細粒のものである。一般に泥質である。）厚さ 5-lOcmていどの

菊いものが多い。

この地屈は，泥岩で構成される単調な岩相を示している。まれに厚さ 20-30cmていど

の細粒砂岩I図をはさんでいる。また上部には，凝灰岩の薄層が， 1-2枚みとめられる。こ

の凝灰岩屈は，ワッカウエンベツ川上流地域では，追跡できるが，下流の北部地域では，

みとめられない。

層 厚： 下位の大和］習とにかよつた厚さの変化を示している。すなわち，向斜の東翼

では，榛木沢附近で 80m,大和小学校の下流2km附近で 70m,学校ノ沢で90m,ワッ

カウエンベツ川上流の二股附近で 60m,最上流の小向斜部では 160m以上の厚さを示し

ている。この状態は，局部的には，やや急激な厚さの減少はあつても，北から南にむかつ

て， しだいに厚くなる傾向をしめしている。一方，向斜の西数では，ペンケホロベツ川上

流で，90m前後の厚さを示している。
＊＊ 

III. 2. 4. 3 古丹別 層〔Kt〕

＊ 新称，羽幌 ・築別地域では，下位の大和層とともに，築別思としてあつかわれている。

さらに大和僭と岩質上で，ほぽにた地思を上部砂岩層，榛木沢）図とにた地）図を上部泥

岩陪として細分してとりあつかつているようである。

** この地屈の模式地は， 三毛別図幅地域の古丹別川流域である。
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模式地： 速別川支流ヌプリパオマナイ川流域

分 布 ： ワッカウエンベツ川から，西側の遠別川各支流にまたがる地域に，広く発達

している。

構 造 ： 36線沢上流からワ ッカウエンベツ川上流にかけて，NNW-SSE方向に走る
'.!-2) 

断I屈を楼として，その北側と南側では，かなりちがつた構造を示している。

北東側の地域では，NNW-SSEの走向をもつた大きな向斜構造がみとめられる。しか

し，走向断I摺iや斜交断陪および小規模な波状摺曲などがあつて，やや複雑な栂造となつて

いる。地屈の傾斜は，一般に 30°-45°である。

南西地域では，前にのべた大きな向斜の西側に，平行する背斜構造の西質部が，単斜構

造を示して発達している 。 地屈の走向 ・ 傾斜は， N10°-40°W • 40°-60°SWである。し

かし，西地域の炭の断I習（ペンケホロベツ衝上断I屈）に近づくと地陪は急傾斜する傾向

がみとめられる。ワッカウエンベツ川上流の支流では， 60°-70°ていどの傾斜となつてい

る。

関 係： 図福地域では，下位の條木沢屈との埃の飴出はみられない。ただ，淡界附近

の上 ・下形の走向 ・傾斜は，ほとんど変化していない。しかし，岩相は，はつきりと変つ

ている。また，下位陪iに介在する凝灰岩脳が，北部地域ではみとめられないことや，下位

屈の厚さが，南から北に向つて蒋化してゆくことなどは，古丹別胞が，削剥作用をともな

つて，堆積したことを暗示している。なお，この図幅の周辺地域では，下位恩とは傾斜不

整合関係で接していることが，みとめられている。このようなことから，ここでは下位I晋

とは，不整合関係と考える。

岩質および岩相： 礫岩 • 砂岩 • 泥岩などで棉成され，擬灰岩および石炭の薄膨をはさ

んでいる。

礫岩は，おもに古期岩陪から供給された礫で，栴成されているものと，同時礫と考え

られる砂岩 • 泥岩礫を主体としているものがみとめられる。前者は， 赤色チャ ート ・白

色珪岩 ・ 輝緑凝灰岩 • 石灰岩 • 花悩岩質岩 ・硬質砂岩 ・頁岩 ・凝灰岩などのほか，同時

礫状の泥岩 • 砂岩など雑多な礫をふくんでいる。礫の大きさは，小豆大から人頻大まで

のものが多い。まれに径 30-50cmの巨礫もみとめられる。 一般に礫の分級が悪い拐

合は，礫岩そのものが，ひじょうに脆弱である。しかし，小豆大～拳大てい どの分級さ

22) 藤井宏惇 ： 天塩国遠別川東岸中流の地質，北大理地修論（手記）， 1951によるとペ

ソケホロペッ衝上断陪と呼ばれている。

＊佐藤誠司 ：前出 8),藤井宏惇：前出 22)および 23),松田俊治 ：天塩国宇都川上流地域

の地質，北大理地修論（手記），1951などの報告による。

―-35ー



れた礫で構成される礫岩の場合は，かなり堅硬である。このような堅硬な礫岩相を介在

しているときには，河床や河岸に，大きな沌や崖が発達していることが多い。後者の礫

岩は，おもに暗灰色泥岩 ・砂岩などが ， 角礫状または亜角礫状岩塊で，泥岩 • 砂岩 ・含

礫砂岩などの中に入つているものである 。 ときには，砂岩 • 泥岩の細かい互屈部の岩塊

なども角礫として入つていることもある。これらは，一種の異常堆稲岩と考えられる。

礫は，拳大から，径数m にもおよぶ巨大な岩塊もみとめられる。一般に岩相の変化がい

ちじるしく ，せまい範囲内では，礫岩の単）召として追跡することはできない。

砂岩には，礫岩から漸移するものと，泥岩や礫岩などと細かく互陪するものとがみと

められる。前者は，灰白色ないし灰褐色で，粗粒から中粒のものが多い。一般に塊状で

厚）図で発達している。との砂岩の一部には，古期岩）円の細礫をふくみ，斑点状の外観を 』

もつたものがみとめられる 。 後者は ， 暗宵灰色または暗灰色で，中粒 • 細粒の砂岩であ

る。一般に堅く ，板状）習理をもつている。l-2m以下の厚さで，泥岩 ・礫岩と互図して

いる 。 泥灰質団球 • 細礫 • 炭化木片 • 石炭微片などを多くふくんでいる。

泥岩は， II音灰色または灰黒色で硬い。一般に塊状の庄状を星しているが，砂岩と互陪

しているものは，板状）円理がみとめられる 。 泥岩の中には ， 同質泥岩 • 砂岩の岩片，岩

塊をふくんだ礫岩相を，不規則にはさんでいることがある 。 また，泥圧質団球 • 細礫な

どのほか，有孔虫化石を局部的に多数ふくんでいる。

凝灰岩は，厚さ lm-数mO)ものが 2-3枚みとめられる。しかし鍵陪として追跡で

きるほどの，広がりをもつているかどうかは，[Jr]らかでない。砂質のものが多く， 葉理

がよく発達している。

石炭は，粗粒～中粒のI厚い砂岩I図の中に，レソズ状または岩塊状で，はさまれている。

いずれも一つの面出内で尖域するていどの規模である。オソウ、ンユナイ川上流の小支流

では，厚さ 30cm内外の，硬い褐炭）図が媒出している。しかし，すぐ隣り合つた小沢に

までは延びていないようである。

古丹別］晋は，礫岩または礫質岩相が主体である。この中には，全地域に追跡できるよう

な特ちょう的な岩相は ， あまりみとめられない 。 したがつて，この図幅では ， 礫岩 • 砂岩

および泥岩をふくむ塁的な割合によつて，地］習を細分して全地域に追跡した。その際，と

くにほかの部分と，はつきり区別できる部層だけを，富泥岩相あるいは含礫泥岩相として，

主部圏から区別してとりあつかつた。

このようにして，大まかにわけると，次の 6つの部屈に細分できるようである。

1 A部尼 ： 一部の地域では，宵泥岩相と して，地質図で区別している。

厚い泥岩を主としているが，暗胃灰色中粒～細粒妙岩と泥岩の細かい互陪を，各所に

はさんでいる 。 また ， 細粒礫岩 • 泥岩の礫を多くふくむ礫岩 .I厚い粗粒～中粒砂岩など

を，しばしばはさんでいる。厚い砂岩層の中には，ところに よつて石炭の レソズや菊屈

をはさんでいるが，迎続性はない。 ・ 

この部陪の下半部の厚さ 200111 の部分は，北部では， 礫岩 • 泥岩 • 砂岩などが，不規

— 36 ー



則に混り合つた，異状堆稲状態を示している。

ワッカウエンベッ 川上流の支流で，600-800mの厚さをもつている。

2 B部陪 ： A 部陪の上に連続して発達する ， 泥岩礫を多くふくむ礫岩 • 細粒～中

粒礫岩などの卓越した部烈である 。 この中には ， 礫岩 • 砂岩 • 泥岩などの細かい互屈部

を多くはさんでいる。

この部）図は， ヌプ リバオマイナ川で 650m, ワッカウエ‘ノペッ川で 1,000m の厚さを

もつている。

3 C部思 ： A部層と同様に富泥岩相である。地質図では主部）詈と区別してある。

厚い泥岩陪の中に ， 泥岩 • 砂岩 ・礫岩の細かい互陪部をかなりはさんでいる。礫岩に

は，細粒礫岩や，泥岩礫をふくむ礫岩がみとめられる。また，砂岩の中には，ときどき

炭質物をふくんでいる。

こ部｝図の特ちょうは，凝灰岩:. 凝灰質砂岩の湘）名を数枚はさんでいることである。し

かし全地域にわたつて追跡できない。

ヌプリパオマナイ川で200m前後の）厚さを示している。

4 D部屈 ： 下部から上部に，しだいに粗粒となり，堆軟の様子が異常化する傾向

をもつている。

下部は ， 泥岩 • 砂岩 ・礫岩の互屈であるが，ときどき厚い礫岩形をはさんでいる。中

部では，細粒～中粒の礫岩が｝耳く発達し，まれに互翔部をはさんでいる。さらに，上部

になると ， 礫岩および泥岩礫や泥岩塊を多くふくむ礫質岩が主体で，泥岩 • 砂岩をはさ

む部分と，細かい互図部とが，不規則に累籾している。 上部の岩相は，一般に岩相の側

方変化がいちじるしい。

厚さは 1,700m前後である。

5 E部思 ： 地質図で含礫泥岩相として，区別した。

泥岩の中 に ， 同時礫岩 ・ 礫質岩 • 細粒礫岩などが，不規則な岩塊となつて入つている

特ちょう的な岩相である。

160-180 mの厚さを示している。

6 F部屈 ： 古丹別罰の上部陪であつて，D部）団と同様な岩相をもつている。

下部は ， 砂岩 ・ 礫岩 • 泥岩の細かい互陀部と礫質岩とが大きく互思している。ところ

によつては細かい互囮部が卓越してい る。凝灰岩 ・凝灰質砂岩をはさんでいる。中部

は，礫岩と礫質岩とで栴成されている。わずかに泥岩や砂岩をはさんでいる。上部は，

細礫～巨礫をふくむ礫岩に富んだ，砂岩 • 泥岩 ・ 礫岩の｝厚い互陪である 。 間に砂岩 • 泥

岩礫岩の細かい互）図部をはさんでい る。

この部摺は，鉄砲の沢で，1,260mの原さを しめしている。

園厚： 4,500 mから 5,100m前後の厚さである。

化 石 ： 属種は未決定であるが，有孔虫の化石を密集したり，散点したりしてふくん
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でいる。

III. 2. 4. 4 小 車岳層〔Og〕

模式地： 安平志内川上流地域

分 布： 主要部は，図幅の南東部にあたる％の地域に広く分布している。このほか，

天見山を中心とした地域，および南西隅鉄砲沢下流部に，わずかに発達している。

構造： 安平志内川流域では，N40°W-EW-N30°E の走向と， 5°-20°の北落ち

傾斜を示し，北に向つて沈降する向心向斜構造をつくつている。ところが，小車岳 ・布袋

山などの稜線の東側では，N30°E-N20°W ・10°-30°NEまたは SEの走向 ・傾斜がみ

とめられる。したがつて，稜線部にほぽ平行したゆるい傾斜の背斜構造が推定される。ー

方，鉄砲沢では，N20°-30°W ・25°-30°SWの単斜構造となつている。

関 係： 南東部地域では，多くの場合，断圏によつ'-c'白塁系のいろいろな脳準と接

している。しかし，オグルマナイ川上流地域やクチャ コロ川上流地域では，明らかに白堅系

の各層準を不整合におおつて発達している。下位の白聾系の複雑な小摺曲栂造を切つて，

ゆるい傾斜でのつていることや，安平志内川流域でみとめられる白翌系と小車岳層の，向

心向斜構造の沈降の方向が，まつた＜逆であることなどは，明らかに構造差のあることを

表わしている。一方，鉄砲沢では，古丹別層の泥岩および砂岩の互層の上に，斜交不整合

にのつているのがみとめられる。

小車岳層は，東部地域で，ひじように厚く，火山噴出の中心に近いと考えられる。したが

つて，時代的な上限は，後からのべる東野脳より上位になるであろう。すなわち，東部地

~ 24) 土田定攻郎 ： 北海道宗谷 • 日 高堆稜盆地の微小古生物学的研究（その 3) , 石油

技術協会誌，23巻 1号1958,によると，榛木沢の古丹別層から次のような有孔虫を報告

している。

Ammodiscus incertus d'ORBIGNY 

Bathysiphon arenacea CUSHMAN 

Cyclammina incisa (STACHE) 

C. ezoenszs ASANO 

C. orbiczdarzs BRADY 

Dentalina subsoluta (CUSHMAN) 

HaploPhragmoides subglobsum (SARS) 

H. compressum LE Roy 

Martinottiella communis (d'ORBIGNY) 

? Pullenia sp. 

Quinquelowlina seminulula (L.) 
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域で火山噴出が続いている時期にも，西部地域では，東野陪とした地屈iなどが堆積したも

のと考えられる。

岩質および岩相 ： 安山岩の礫をふくむ集塊岩を主体としているが，間に砂岩 • 泥岩な

どの堆積相（砂岩 • 泥岩相 Os) を数枚はさんでいる 。 そのほか，凝灰角礫岩も介在して

いる。また一部には，薄い安山岩熔岩もみとめ られる。

第22図 小車岳陪の踪出（安乎志内川本流上流）

Os 砂岩 • 泥岩相 Og集塊岩相（小山内撮影）

集塊岩は，暗赤褐色 • 暗灰色 • 暗緑青色などの色調をもつた安山岩礫をふくんでいる。

基質は，火山砂または凝灰岩でかためた，いわゆる凝灰質集塊岩が多い。しかし，安平

志内川の下流側には，基質が熔岩で梱成された熔岩質集塊岩もみとめられる。礫粒は，

拳大以上の角礫であるが，一部には，かなり円磨された円礫（人頭大以下）をふくみ，

礫岩様の外観を呈していることもある。礫は，かなり雑多な色調を示 してい るが，顕微

鋭でみると，例外なく安山岩である。安平志内川流域で採集した礫の鏡下での観察市項

は，次のとおりである。

試料 302:含角閃石 • 普通輝石安山岩。

斑晶—――斜長石＞普通輝石＞角閃石

斜長石は， l-2mmの大きさの自形柱状結晶である。普通輝石は，0.5mm内外の大

きさの自形または半自形結晶である。角閃石は，輝石がウラ）レ石化作用によつて生じた

ものと考えられ，輝石の自形をのこ している。まわりを不透明鉱物でかこまれている。

不透明鉱物と角閃石の問には，微細なチクソ石を生じている。 角閃石の多色性は，X=
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第23図 小車岳屈集塊岩相中の礫の顕微鋭写頁 x20 

含角閃石 • 普通輝石安山岩

緑褐色 • Y= 淡褐色 •Z = 淡黄緑色である 。

石基ー~ハイアロピリテック組稼をもつている 。 フエルト状の細粒斜長石 • 細粒普通

輝石および透明鉱物などの間を，褐色のガラスで埋めている。

試料 303:普通輝石安山岩

斑晶――斜長石＞普通輝石

普通輝石は， 自形をもち，長ili1hlmm内外の大きさである。嵌斑状になつている もの

が多い。また双晶の発達が顕著である。斜長石は，自形結晶で，アルバイ ト型式お よび

カルJレスベット型式の双晶をつくつている。一般に，内部にちり状物質を多くふく んで

¥,'る。

石基―- ,、イアロビリテック組緑をもつている。細粒の短冊状斜長石が流理構造を示

している。また細粒の普通輝石や不透明鉱物が多数みとめられる。これらの間をうずめ

て，淡褐色のガラスがみとめられる。また，輝石や斜長石は部分的に緑泥石に変つている。

安平志内下流部に発達する安山岩熔岩を顕微鏡下でみると次のとうりである。

試料 353:含黒雲母 ・ 角閃石 • 普通輝石安山岩

斑晶—――斜長石＞普通輝石＞角閃石＞黒雲母

斜長石は，0.6-1.5mm (長軸）ほどの大きさの，柱状あるいは板状の結晶である。A

ー ・C一複合双晶が顕著で，累帯構造をしめすものも多くみとめられる。 普通輝石は，

自形な いし半自形を呈 し， O.l-0.2mm の大きさのものである 。 X = 淡緑色 • Y=Z= 淡
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第24図 小車岳屈に含まれる安山岩熔岩の顕微鋭写真 x20 

含槃母 ・ 角閃石 • 普通輝石安山岩

黄緑色の多色性を呈している。角閃石は，まわりを不透明鉱物（磁鉄鉱）にかこまれて

いる。多色性は，X=赤褐色 .y手Z=黄褐色である。角閃石は，さらに黒娯/}'Jに変化し

ているものがみとめられる。

石基ーーハイアロピリテック組様をも ち，細粒の短冊状斜長石と輝石の間を，ガラス

がうずめいている。また，全般に不透明鉱物が散点している。

砂岩 • 泥岩相は，集塊岩相の中に介在しているが，一般に，岩相の側方変化がいちじ

るしく連続性は あまり ない 。 砂岩 ・ 礫岩 ・ 礫岩砂岩 • 泥岩 ・朕灰岩 ・凝灰角礫岩などで

構成されている。砂岩は，一般に暗褐色～淡褐痰色を呈している。例外なく凝灰質で粗

しようである。また一部には， 11音灰色の粗粒火山砂岩の利miをはさんでいることもあ

る 。 まれに炭質物や植物破片をふくんでいる。礫岩は ， 拳大以下の円礫 • 亜円礫を砂で

かためたもので，暗褐色を呈している。礫は，集塊岩中に介在している褐合には，安山

岩礫が主体となつている。しかし，小車岳屈の基底部の礫岩の礫は，ほとんど白蕗系か

ら供給されたと考えられる，砂岩 ・頁岩であるが，チャート ・抑緑岩などもみとめられ

る。泥岩は，暗褐色～暗褐灰色を呈し，吸灰質である。砂岩 ・礫岩などの間に，菊＜介

在していることが多い。凝灰岩は，灰白色～淡褐灰色を呈し，細粒のものが多い。凝灰

角礫岩は，凝灰岩を基質とし，暗褐色の浮石片，いろいろな色の安山岩）ヤをふくむもの

である。礫粒が大きくなり，礫の拉を培 して， 凝灰質集塊岩に漸移していることが多

し'o
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基底部は，オグルマナイ川上流および，クチャコロ川上流地域でみとめられる。クチャ

コロ川上流では，厚さ 50-60m の砂岩 • 泥岩相が，直接白呈系の上に不整合に発達して

いる。ここの』韮底部は，砂岩および礫岩が主体である。しかし，上部ほど安山岩礫を多く

ふくむようになり角礫凝灰岩から集塊岩へと漸移している。オグルマナイ川支流の学校

ノ沢上流では，砂岩および疑灰角礫岩が主体で，間に厚さ 50-100cm の褐炭｝晋を2枚は

さんでいる。この褐炭屈は連続性はないようである。

基底部の上位は，集塊岩が主体となつているが，安平志内川上流地域のように，砂岩 ・

泥岩相を， 5-6 枚介在している 。 このような砂岩 • 泥岩相は ， 水平的に広がりはなく ， 3

-4kmていどで，集塊岩相に側方変化していることが多い。安平志内川上流地域の，砂

岩 • 泥岩相中の礫岩は， 基底部の礫岩にくらべ，ほとんど安山岩礫ばかりで樅成されてい

ることが特ちょう的である。

最上部と考えられる岩相は，安平志内川の三股下流部に発達している。ここでは集塊岩

が主体となつているが，基質が熔岩で構成されるものが多く ，また安山岩熔岩を介在して

いることが，特ちょうである。

西南端部の鉄砲沢では，ほとんど，基質が火山砂でかためられ，円礫の多い礫岩状集塊

岩が主体となつている。この地域では，上 ・下を通じて岩相の変化は，みとめられない。

しかし，水平的にみると，北部（図幅外）では，礫拉も大きくなり，角礫が多くなつて，

いかにも集塊岩らしくなつている。

層 厚 ： 南東部の主要分布地域では，厚さ 1,000mを越えているようである。しかし，

鉄砲沢では，わずか70mていどとなつている。

III.2.4.5 東野層〔Hn〕

模式地： この図幅の西側に隣接する，初浦図幅内の，遠別川流域東野附近

分布： 図幅の南西隅の，鉄砲の沢にわずかに一部が発達している。これは，向斜

の東翼部にあたつている。

構 造： N5°-10°W ・20°-25°SWの走向 ・傾斜を示している。図幅の南西端を N

10°w 方向にかすめて，向斜軸が通つている。

関 係： 下位脳の，巨礫をふくむ礫岩が，凝灰質砂岩に移るところから，東野胴にふ

くめた。下位屈とは整合関係である。

この地隠は，西南地域に追跡すると，小車岳｝晋に相当する岩屈と異相関係であるといわ

＊新称
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れている。

岩質および岩相 ： おもに砂岩で構成されているが，含礫砂岩や砂質泥岩を介在してい

る。

砂岩は，粗粒から細粒のものがみとめられる。粗粒～中粒のものは，暗灰色を呈し，

一般に凝灰質で，無隠理 ・塊状の産状を呈していることが多い。小豆大からキ‘ノカ` ノ大

ていどの円礫を散点的にふくんでいることがある。堅硬な桂質板状砂岩の杖剌習を，と き

どき介在している 。 さらに ， 砂質団球や海棲介化石 • 炭化木片などを，しばしばふくん

でいる。

細粒の砂岩は ， II音青灰色で，やや板状の I習理が発達 し ， ときには泥質砂岩 • 砂質泥岩をと

もなつている。このほか，堅硬な砂岩の菊陪をわずかにはさんでいる。また，まれに小円

礫をふくんでいることがある。ところによつては，偽屈屈理のみとめられることがある。

この地層ば岩相の上から，上 ・下に区分するこ とができる。

下部は，おもに粗粒から中粒の砂岩で，構成されている。ときに，含礫砂岩をともなつ

ている。海棲介化石を多くふくんでいることが，特ちょう的である。

上部は，細粒砂岩の卓越した岩相をもち，上半部分には，泥質砂岩を，かなり多く介在

している。

全般的にみるとこの地層の堆積状態は，下位の小車岳層から連続した，粗粒から細粒

までの一堆積輪廻と考えられる。

層 厚 ： 380111以上の厚さを示している。このうち，下部の粗粒岩相は，150111前後

である。

III.2.5 第四系 ．

この地域の第四系は，現在の河川の流域にみとめられる，段丘堆積物と，i巾積地および

現河床をつくる沖積屈である。前者は，洪積世後半の，また後者は沖積世の堆積物である。

いずれも，他の地域にくらべて発達がわる＜ ，大きな河川の流域に，狭小な分布を示して

いるだけである。

III.2.5.l 段丘堆積物

河岸に発達する段丘は，前にのべたように，河床からの比高によつて，高低2段にわけ

られるが，ともに堆積物をともなつている。これらを，(1)第 1段丘堆積物，(2)第2段

丘堆積物に区分する。

1 第1段丘堆楼物〔11〕

おもに，安平志内川流域に発達している。河床からの比高 30-40111の平坦面を栂成し

＊初浦 ・築別図幅による。
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ているもので，堆積物の下底面の比高は 25-30mである。

模式的には，安平志内川本流の大曲附近 ・志内川河口附近および阪谷附近に発達してい

る。

砂 ・礫 ・粘土などで構成されている。一般に分級がかなり進んでいて，明瞭な厩理を示

しているこ とが多い。しかし局部的には，洵汰不充分で，雑然とした堆積状態を示してい

ることもある。礫は，ほとんど，この地域に発達する岩屈から由来したもので，円礫が多

く，人頭大から指頭大前後のものである。まれに径 50cmから 80cmにおよぶ巨礫をふ

くんでいることもある。）厚さは，最も厚いところでも 10mを越えない。

2 第 2 段丘堆積物 〔T~)

模式的には，安平志内川流域に発達している。そのほか，ワッカウエンベツ川 ・オグル

マナイ川 ・物渦内川などの流域にもみられる。河床からの比高 15-20mの平坦面を構成

する堆稜物である。堆積物の下底は， 河床から，5-lOmの比高をもつている。

前にのべた第 1段丘の栂成員とかわらない。しかし，分級は，第 1段丘にくらべて悪く ，

一般に雑然とした堆積状態を示していることが多い。

厚さは，5-lOmである。

III. 2. 5. 2 沖 積層 (Al〕

この地域のi中積地は，あまり発達がよくない。したがつて，沖積地を構成する沖積屈の

発達も不良である。ことに，安平志内川下流地域では，川の下刻がいちじるしく，両岸が

切立つていて，河原はほとんど形成されていない。

やや模式的に発達しているのは，板谷附近である。

沖積層の棉成物は，下位の岩雇から供給された，砂 ・礫 ・粘土などが主体で，雑然とし

た堆積状態を示している。板谷附近では，泥炭の薄陥をはさんでいる。

支流や小沢の河床には，沖積層に相当する，土砂や礫などの堆積物がみとめられるが，

地質図に記入できるほどの分布はみられない。

沖積脳の陪i厚は，不定で 5m以上のところもある。

III. 2. 6 地質構 造

この地域の地質構造ばかなり複雑な状態を呈している。それは，多くの摺曲構造と，

断屈棉造によつて規定されている。

III.2.6.1 特曲 構造

この地域の1習曲栂造の特ちょうは，ジュラ系 ・白墜系にみとめられるものは，断恩で切

られかなりこわされて， ilith延長の短いものの集合としてあらわされ，軸間隔のせまい，急
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傾斜の摺曲棉造を作つていることである。これに反して，新第三系にみとめられるものは，

前者にくらぺて，かなりな範囲に追跡され，比較的ゆるやかな傾斜をもつて，ゆるいうね

りを示している。したがつて構造的にも，白翌系と新第三系の間は，明らかな不整合であ

ることをあらわしている。

白堅系 • 新第三系を通 じて， 基本的な摺曲溝造は ， NS 性のものである。これらの摺曲

構造を，あるていど復元して考えること，白呈系分布地域では， 空知屈群が背斜の中核と

なつていて，基盤岩屈があらわれるような主要な背斜構造となつているこ とを示してい

る。しかも，この構造の特ちょうは，南に沈降する一種のドーム状構造とも考えられるも

のである 。 背斜の両側には ， なお 3-4 帯の背 • 向斜が並列している。しかし，これらの

うちには，背斜の頂部が断揺iでこわされていたり，大きな蛇紋岩体が近入していたりして，

原形を残していないものが多い。また，局部的には， NS性の摺曲柚と斜交する N30°-

60°E方向の摺曲帯もみとめられる。 これは，志文内川流域にみとめられるもので，前に

のべた空知｝習群を核とする，ドーム末構造もふくんでいる。ここでは，地脳が急傾斜を示し，

一部には逆転傾斜をとつている部分もある。このようなことは，他の地域の摺曲帯ではみ

とめれない特ちょうである。しかし，志文内川下流部の地胴の傾斜がゆるくなる地域では，

摺曲軸の方向は，ふたたび NS-N20°W 方向の，基本的な摺曲構造にも どつている。

一方，摺曲軸の南北方向のうねり（摺曲軸の沈降部や隆起部）をみると，白要系では，

比較的はつきりとあらわされているが，新第三系では，具体的な例は，あまりみとめられ

ない。 ただ大局的にみると白堅系では，ほぼ 3:---4km問隔で摺曲軸の沈降部 ・隆起部

がくりかえされているようである。しかし，新第三系では， 10km以上の間隔となつてい

るようである。また，安平志内川上流地域の小車岳｝芭には，明らかに北に沈降する向心向

斜構造がみとめられる。これに反して，同じ地域の白堅系は，南に沈む向心向斜をとつて

いて，沈降方向ばまつた＜逆である。しかし，沈降部がほぼ一致していることは，特ち

よう的である。

以上のべた摺曲栂造の形成時期は， 一つは新第三系堆積後であることは，明らかである。

一方，白翌系が構造的に不整合関係を示していることは，白望系が新弟三系堆積前の摺曲

運動をこうむつていることをあらわしている。しかし，この新第三系堆積前 ・白要系堆積

後の摺曲構造は，地表にのこされていることは少ない。ただ， (1)前にのぺた，空知恩群

を中核とする背斜栂造は，南部の新第三系には追跡されない。(2)小車岳屈で， 不整合に

おおわれる白要系には，小摺曲棉造が，多数みとめられるが，これらは小車岳恩には追跡

できない。(3)新第三系の摺曲栂造は，例外なく NS-N20°-30°W であるが，白翌系に
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みとめられる摺曲構造には，N30°-60°E方向のものもみとめられる。うえにのぺたこと

がらは，明らかに新第三系堆積前の摺曲構造の存在を示している。

III.2.6.2 断 層構造

この地域の，支配的な断層は， Nl0°-30°W 方向の断摺iとこれと斜交する N40°-70°

E方向の断層とがみとめられる。

前者は，白堅系 • 新第三系を通じて大部分の地隠の走向方向と一致 し，派生分岐断陪が

みとめられるものである。しかし，このうちには，東から西におしかぶさる一種の，衝上

断厖状の逆断屈がみとめられるっその代表的なものは，第25固に示した。すなわち， (1)

東北部の蛇紋岩体の西側で，白呈系と接する逆断屈， (2)物満内川の西側の各支流でみと

められる，背斜の頂部と考えられる部分を切り，小蛇紋岩体をともなうもの， (3)安平志

内川下流部で，中部蝦夷群と上部蝦夷隠群との税となつている衝上性の逆断唇， (4)ワッ

/
＼

_
9 -

—
ー

!'.5心

第25図 断層構造図
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カウエンベツ川の西側の国境稜線に，ほぼ平行してみとめられる逆断屈，などである。こ

のうち，(1)および (2)は，ともに蛇紋岩体と密接な関係をもつ構造線で，(3)および(4)

にくらべ，地下深部までおよぶものと考えられる。 したがつて，その形成時期も，(3)・

(4)とはことなつているものと考えられる。 また，この地域の，大部分の Nl0°-70°W

方向の断胴は， (3)および (4)と関係づけられ，ほぼ同時期（新第三系堆栢後）の断I晋群

と考えられる。

一方，後者はいずれも，前にのべた断I図によつて切られ，いちおう追跡はできるが，か

なり不連続なことが，特ちょうである。また一部には，やはり小蛇紋岩体をともなつてい

て，重要な栂造線の応味をもつものもみとめられる。したがつて，少なくとも前にのべた

N10°-30°W方向の断闇群形成以前のものとみなされる。ただ，南部の小車岳I因と白聾系

との採となつている，N30°-60°E方向の断肥などは， NS性の断I習成形にともなうプロ

ック運動の影怒によるものと考えられる。

III. 2. 7地史

この地域の地質構成が，現在みられるようになつた過程を，いままでのべたことから，

要約すると，次のとうりである。

(1) 空知屈群の堆積 ： 基性の火山噴出物を主体とする堆積につづいて，砂や泥の堆

積がおこなわれた。その間にも，なお，火山活動がおこなわれ凝灰質物質（チャート）の

堆積を交えている。

(2) 空知府群上部と下部蝦夷脳群の堆積： この地域では，これに相当する岩相はみ

られない 。 しかし北部の天塩中川図福地域では，砂 • 泥などで構成される空知屈群の上に，

不整合に下部蝦夷履群がのり，空知I習群と下部蝦夷I晋群の間に，小構造連動があつたこと

を示している。下部蝦夷層群は， 粗粒物質の堆積ではじまり，砂と泥のリズミカルな堆積

を続けたようである。

(3) 中部蝦夷胴群および上部蝦夷屈群の堆租 ： 下部蝦夷脳群から連続的な，堆積を

続けているが，粗粒～細粒のサイクルが， くりかえされている。この間には，下部蝦夷闇

群堆積特には，ほとんどみとめられなかつた，酸性～中性火山灰（凝灰岩）の降灰がしば

しばみとめられる。図福地域に発達する蝦夷膀群は，この火山灰の降灰のもつともいちじ

るしい堆積相からである。下半部では動物の棲息が，きわめて少いが，上半部（上剖蝦夷

陪群）では，かなり多くなり，上部蝦夷陪群の中部の堆積期には，菊石類やイノセラムス

類が，もつとも繁栄し， 2枚介類の棲息もみられる。

(4) 安川/fil群の堆積 ： 蝦夷陪群の堆積後には，局部的な隆起がおこなわれ，安川恩
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群が不整合的に堆積している。その様子は，北部ほど蝦夷J図群が削られていることが報告

されている。安川層群は，砂を主体とする堆積であるが，下部では，粗粒物質が多い。

(5) 後白堅系 ・ 先新第三系の削剥 • 構造運動 ： 白塾系の堆積後，隆起運動にともな

つて， 多くの摺曲 ・断盾i構造が形成された。そのうちには，蛇紋岩の近入をともなうもの

もある。

(6) 新第三系の堆積： (5)の構造運動をへたのち，沈降がおこなわれ，西方から悔

浸がはじまり ， 砂 • 泥 ・礫などが堆積された。その初期は，浅海の環境で石炭の原材料な

どが堆積し，それに引続いてかなり荒い海域の，急激な堆積がおこなわれた。また後半に

は ， 地域的な隆起にともなつて， 東部地域では ， かなり活発な火山活動と ともに ， 砂 • 泥

や火山性物質などが堆積している。これは，陸成の堆積物と考えられる。一方西部では浅

海～瀕海の環境のもとに，砂 ・礫などが堆積している。この供給物は，東部の火山物質が

主体となつている。

(7) 後新第三系の造栂造運動： 東から西へ向う力によつて，NS性の摺曲が生長し，

それにともなつてさらに同方向の多くの断階が形成され，この地域の地質構造の大要が

決定された。このような造構造運動にともない，以後現世まで陸地化して削剥がつづけら

れている。

(8) 第四系 ： 地盤の上昇と，河川の発達にともない，その流域に河段丘面と堆積物

をのこして，現在の地形を完成した。

IV 応用地質

この地域の鉱産資源で，かつて稼行されたものは，東北部の蛇紋岩と関係のある水銀と

板谷部落附近の蝦夷層群から産した石油である。そのほか，新第三系にみられる石炭につ

いても，調査や探鉱が若干おこなわれたようであるが，いまのところ，問題になつていな

い。また，北東隅地域には，アン・チモニー ・ニッケル鉱床が知られている。

IV. l 水銀鉱 床 （天塩鉱山）

鉱区所在地： 中川群美深町恩根内

位置および交通 ： 鉱床は，宗谷本線恩根内市街の西方約 8kmの，オグノンマナイ川支

＊斎藤昌之 ： 前出 1)にもとづき，鈴木守の調査資料を加えて報告する。
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流水銀沢（九号沢）に位置している。恩根内市街から，水銀沢沢口附近までは，運材道路

があり， ｝ラックの交通が可能である。

沿 革 ： 昭和7年発見。昭和8年東洋水銀株式会社によつて稼行，戦前には一時年産

20 tonを産したこともあるという。戦争中は帝国鉱発株式会社が開発に当つた。しかし次

第に低品位となり年産 5tonていどに落ちた。昭和 20年敗戦と同時に廃山。現在（昭和

33年調査当時）には，一切の設備が撤去され，採掘切羽も荒廃にまかせている。したがつ

□ A 

冒’
□C 

／ , 
／ D 
/ 

／ 

゜
100 200 

第26図 天塩鉱山附近の地質図

A: 中部蝦夷摺群佐久陪 B: 蛇紋岩 C: 鉱体

・D: 断図 1: 大紅樋 2: 10号樋 3: 晩樋 4: 紅梅樋

5: 大栄坑 6: 3号樋 7: 朝日樋
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て，採掘当時の鉱況は，まつたく不明である。

地質および鉱床 ： 鉱床賦存地域の地質は，砂岩 ・頁岩の互屈で構成される，中部蝦夷

層群佐久I詈と，蛇紋岩である。第 26図のょうに， 水銀沢の本流にそつて佐久隊が， その

両側に蛇紋岩が，それぞれ分布している。佐久岡と蛇紋岩の関係はみられないが，東傾斜

の逆断恩と推定される。この附近の蛇紋岩体は，いちじるしくli圭化 ・炭酸塩化作用をうけ，

一部では石灰岩様の岩質や，白黒の縞状模様をつくつている。このようなli圭化 ・炭酸塩化

作用は，蛇紋岩逃入後の，剪断迎動にともなつて，おこなわれたものと考えられる。鉱床

は，このような交代作用を， いちじるしくう

け，特殊な撓曲破砕部に胚胎している。しか

も頁岩部に近いところが富鉱体となつてい

る。

鉱床の伸びと，落しの方向は， 炭酸塩化帯

の方向 (N25°W・70°NE)と，ほぼ一致して

いると推定される。 これは， 今後探鉱する場

合の重要な目安になると考えられる。鉱床附

近がいちじる しく荒廃しているので，充分観

察できないが，いちおう稼行可能と考えられ

る鉱体は， 3号 ・万栄 • 暁の 3鉱体である。

Ba, 
日

~ 
籍~'む

嚢..'.・.
分令 ケ斉恥ぷ~·-ヽ',、; .. ・' 

_.t.1~ -· 
ぷ芍吠 ．心

・ペ五宝ぎ唸：iミいヘ・ ~ - ___  ,_,、
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第27図 天塩鉱山採掘現楊跡
（斎藤昌之撮影）

＊斎隊昌之 ： 前出 1)の附図を参照し，それに調査資料をくわえて頗集した。
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このほか，大紅 • 朝日 ・紅梅などの鉱体は，涵頭として興味のもたれるものもあるが，ぃ

ずれも ， 今後相当な日時および経賀をかけた探鉱が必要であろう 。 3 号 ・ 万栄 • 暁の 3鉱

体は，それぞれ露頭部から， 10mていど掘下げているので，これ以上露天採掘をおこなう

ことは不利と考えられる。

発表された調査資料によると，現在の地並から上では，方解石脈にともなう，自然水銀

をふくむ辰砂の，鉱染状粘土質脈と，網状脈であつたといわれている。調査当時でも，そ

の形は推察できたが，これが下部でどのようになるかが，この鉱山の稼行価値を決定する

問題点と考えられる。しかし，今までは，下部探鉱はまつたくおこなわれていない。調査資

料によると下部にも期待をもてることが報告されていて，今後の下部探鉱がもつとも必要

であろう。

鉱石の品位は 露天採掘当時は，
2 3 
'一『

1000 1000 
から 10000分代であつたという。

IV. 2 石油鉱 床

油井位置および交通 ： 中川郡中川村板谷。板谷部落の西方約500mの，西側小沢入口

に位置している。共和市街から，馬車道が板谷南方まで通じている。

沿 革： 古くから油徴が知られていたが，戦争中陸軍によつて手掘がおこなわれ，若
＊＊ 

千採油したといわれる。しかし詳細は明らかでない。調査当時は，手掘跡が残され，オイル

プールとなつていた。そのほかの設備はまつたく荒廃していた。

'f-** 
地 質： 油井位置附近は，白滝JI") ・ 西知良志内圏 • 第 2 段丘堆積物および；中積胴で構

成されている。

油井は，白滝｝図の背斜栂造の東災部に掘られている。白滝層の傾斜は， 60°-90°で，か

なり急立した背斜構造をつくつている。また，油井の位置する小沢の上流には， N500°W

方向の，前にのべた衝上性逆断｝習で，白滝肪と西知良志内屈とが接している。西知良志内

胴は，下流部では ， NS-N40°W • 50°-80°NE であるが，上流部では ， N20°W • 70°SW 

となり背斜構造をつくつている。

油井は，位置的にはいちおう白滝府の背斜頂部を目標としたようにみられる。しかし，

現地の人によると，沖積層と思われる砂利屈を，手掘りによつて掘り，白滝陪と考えられ

る岩盤で掘止めたらしい。この沖積陪と白滝阿の岩盤の度から，滲出する油を採油したと

＊ 斎藤昌之： 前出 1)

＊＊ 現地の人の談話による。

＊＊＊地質図では，油井位置附近の沖梢陪は省知した。
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いわれている。このような掘さくの状況から考えると背斜頂部をねらつて，掘さく した

かどうかが疑問である。むしろ，油徴地点を直接掘り下げたとも考えられる。ところで，

油井に滲出する石油は，おそらく，ほかの地点で滲出したものが集積したものと考えられ

る。小沢の上流地域では，油徴はみとめられない。しかし，前にのべた逆断陀にそつて，

滲出点があるか，あるいは上流の西知良志内恩の背斜部附近から滲出しているのではない

かと考えられる。したがつて，今後の西知良志内屑にみとめられる背斜栂造部の探鉱に興

味がもたれる。

この図幅地域周辺の白塗系にみとめられる油徴は，今までの報告によると，ほとんど上

部蝦夷尼i群の涵出地にかぎられている。このことは，上部蝦夷届群そのものが石油母層で

あるか，または，その下位の中部蝦夷屈群が母面であつて，そこから滲出しているかであ

る。岩質的にみると両者とも母肥と考えられるものをふくんでいる。したがつて，この

附近では地質構造上から，石油鉱床の存在を推定しなければならない。この応味では，図

幅地域内の中部蝦夷隠群の面出地域の棉造は，かなり複雑にこわされている。これに反し

て，上部蝦夷屈群分布地域は，比較的こわされていない。しかし，それにしても地胆が急

傾斜を示し，大きな油田構造は望まれない。

IV. 3石炭

この地域の含炭屈は， (1)白翌系の白滝屈および佐久層，(2)新第三系の古丹別屈，

(3)小車岳I図の 4層準である。

このうち白巫系のものは，どちらの）図雄のものも，かなり良質な源青炭である。しかし

厚さは 20cm以下のレンズ状で， 一総出内で尖滅し，まつたく連続性のないものである。

したがつて，稼行価値はまつたくない。

古丹別）団のものは，戦争中，図幅の北西地域でわずかに稼行し，探鉱したことがあると
＊＊ 

いう。炭庖の露頭は，オソ ウジュナイ川および榛木沢の上流地域にみとめられる。いずれ

も古丹別屈の基底部に近い，厚い砂岩中に介在している。オソウジュナイ川上流では，厚

さ30cm内外の堅い褐炭層である。しかし，露頭にすぐ隣り合つた小沢には，まつた＜露

出せず，連続性のないものである。また榛木沢では，オソウジュナイ）IIとほぼ同屈準に，

約 lmに膨脹した，板状に剥理する炭間が認出している。しかしこれも走向方向には追跡

できない。

＊ 井烏信五郎 ・品田芳二郎 ：前出7),井島信五郎 ：前出 6)

＊＊ 現地の人の談話による。
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小車岳腔のものは ， 東部地域で，基底部の砂岩 • 泥岩相に介在している。露頭は，オグ

ルマナイ 川支流学校の沢上流にみとめられる 。 砂岩 ・ 凝灰角礫岩 • 泥岩 ・ 凝灰岩などの間

に，厚さ 50cmおよび lmていどの 2枚みとめられる。炭質は，はさみが多く ，木質部を

のこし，蒋い板状に剖理する祖悪な褐炭である。また，安平志内川上流地域の，上部陀準

の砂岩 • 泥岩粗中にも，しばしば 30-50cmていどの粗悪炭層を介在している。しかし，

いずれも膨縮がいちじるしく連続性はない。

以上の点から，この地域に発達する石炭には，どの簡埠のものも，稼行できるほどの炭

菰はな く， 石炭そのものの開発は，困難と考えられる。

＊ 

IV.4 アンチモニ ー・ ニッケル鉱

ゃuゎつかない
図福の北東隅の，常盤村止若内西方山地の小沢にアンチモニー ・ニッケル鉱床が，みと

められる。鉱床の位置は，止若内部落の西方約2km,および南西方約3kmの2カ所にあ

る。前者は，アンチモニー ・ニッケル鉱床で，後者は，ニッケル鉱床である。

鉱床附近は，蛇紋岩で構成されている。この中に， li圭化と炭酸塩化のいちじるしい鉱化

幣がみとめられ，鉱床は，この中およびその上部の風化帯の中に胚胎している。

前者のアンチモニー ・ニッケル鉱床は，蛇紋岩を貫ぬく優白岩の小岩脈にともなつてい

るが，実態は明らかにされていない。品位は，Sb13-18劣に達するといわれている。

後者のニッケル鉱床は，ニッケルを含有する蛇紋岩が，風化分解して生成した，残溜含

ニッケル粘J::鉗味といわれている。品位は，Ni0.2-1.2 ;! るに達するといわれている。
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EXPLANATORY TEXT 

OF THE 

GEOLOGICAL MAP OF JAPAN 

Scale, 1 : 50,000 

KYOWA 

(Asahigawaー26)

by 

Hiroshi Osanai, 

Katsutoshi Mitani and Koji Takahashi 

(Geological Survey of Hokkaido) 

Resume 

This map occupies an area between 44°30'-44°40'N. lat., and 142° 

01-142°151 E. long. From the topographical feature, this area is divided 

into 2 parts, (1) is the mature stage mountains of 200-750 m. in height, 

(2) is terrace and alluvium developing along the river side. 

(1) is also divided into 2 parts, one is the heavily undulated area, 

the other lower gently sloping area, according to the geological formation 

and its structure. For instance, in Cretaceous formation area, small 

undulations are visible, because of the influences of faults, N 20°-30°W 

and N 60°-70°E directions. The area which is cove;.-d by the 

Neogene Tertiary volcanics (Ogurumadake formation) is showing gentle 

feature in genaral. 

(2) are observed along the Abeshinai river and the Wakkawenbetsu 

river, and 2 stages of planes, higher and lower are observed. The 

higher terrace is called 1st terrace and 30-40 m. high from alluvial 

plane. The lower terrace is called 2nd terrace and 10-20 m. high 

form alluvial plane. Both terraces are covered by the deposits of 5-

10 m. thickness. Alluvium developement is very poor. Most of the 

rivers are running along fault structure lines. 
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GEOLOGY 

The geological succession of this area is as follows. 
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This area is the north extension of the so-called Kamuikotan Zone. 

Crystaline schist which is the main member of the Kamuikotan Zone 

cannot be obseryed in this area. Serpentine, leucocrate, other .igneous 

rocks, the Jurassic formation, the Cretaceous fo::-mation and the Neogene 

Tertiary formation are widely distributed. 

The Jurassic and the Cretacous formations are a part of the con-

tinuous deposits, which have close relation to the Kamuikotan Zone, and 

developing widely from south to north in central Hokkaido. Those 

are called the Sorachi Group, the Yezo Group and the Yasukawa Group 

Jurassic Sorachi group 

（字 HakobuchiGroup). 

In this area the Jurassic and the Cretacecus formations are cut off 
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by many faults, so hat the continuous relation is not observed, and the 

Middle Yezo Group contacts directly to a part of the Sorachi Group. 

The Sorachi Group is divided into 2 parts, the lower (the Shibun-

naigawa formation) is mainly consist of schalstein and diabase which 

are induced from volcanics, the upper (the Panakushigawa formation) 

sandstone, chert and shale. 

Both the Yezo and the Yasukawa Groups are mainly consist of sand-

stone and shale, showing 3~4 sedimentary cycles, and rhysmical alter-

nations are complised during that cycles. Neutral and acidic tuffs are inter-

calated in its lower part, and are availably as key bed. Fossil Ammonite 

and Inoceramus are obtained from the Sakugawa horizon and are most 

aboundant in the Nigarikawa horizon. 

At the north-eastern part of this sheet, serpentine and leucocrate 

developes widely, and forms the peculiar structure of the core zone of 

the so-called Kamuikotan zone. The intrusion of those igneous rocks 

are considered to be post-Cretaceous and pre-Neogene Tertiary. 

Violent tectonic movement, which was accompanied by the intusion 

of serpentine rocks, caused many faults and foldings of NNE~SSW 

direction. However, those structur~s were destroyed by the post・ 

Neogene Tertiary movement and very few original structure is remained. 

Since that time no marine invasion had been recognized until Neogene 

Tertiary, the deposit of Palaeogene Tertiary is not observed. 

Marine invasion had hapJJened from western area in Neogene 

Tertiary age, and the Yamato formation was accumula.ted, covering 

underlying Cretaceous formations unconformably. The Yamato forma-

tion mainly consisted of sandstone, but it continued conformably to the 

next Hannokizawa formation of muddy facies. 

The Kotanbetsu formation covers the Hannokizawa formation un-

conformably, and consists of coarse sediment, showing continuous uphe-

aval and depression. Seeing from the sedimentation of the Kotandetsu 

formation, which is the abnormal mix of conglomerate, sandstone and 

mudstone, that sea was considered to be not a calm one. However it 

became sometimes calm, because of the existence of coal accumulation. 

Later then, after several upheaval and depression, the Ogurumadake 
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formation covered the Kotanbetsu formation unconformably. The 

Ogurumadake sea was far beyond the sea of the Yamato and the 

Hannoki,'and its marine transgression is supposed to covered the eastern 

part of this area. In its short early stage, coal was deposited mixed 

with sandstone, mudstone and tu仔breccia,then volcanic activities began 

to violent, and thick volcanics were accumulated. However activities 

were gradually slow down, and sandstone and mudstone accumulated 

locally. In later stage, those volcanic activities were almost ceased, 

and the Higashino formation which is mainly consist of sandstone 

accumulated. 

Since then, this area was elevated, and was influenced by compara・

tively heavy crustal movement. This movent is represented by faults 

of present NNW -SSE direction, some of them are reverse tyμe which 

thrust over from westward. 

In Quaternary age, upheavals were intermittently occured, remaining 

dear two steps of terrace planes along the present river side. Thus 

the topographical feature of the present was formed. 

Applied Geology 

The mineral resoruces which were once worked, are the mercury 

which has close relation to serpentine of the north-west part, and the 

oil originated from the Yezo Group near ltaya village. Some of the 

coals in Neogene Tertiary were investigated and developed, but not 

important at present. 

The Mercury mine (Teshio Mine) is now entirely ruined. It occured 

in the crushed zone of silicification and carbonitization between serpentine 

and cretaceous rocks. This will be caused by metasomatism which 

was accompanied by the shearing movement after serpentine intrusion. 

The ore is said to be the impregnated clayey vein and network vein of 

cinnabar containing natural mercury, accompanied by calcite vein. Its 

grade was reported from 2/1000 to 3/1000. 

Oil was accumulated and gathered at the boundary of alluvial deposit 

and the Sirataki formation, and once test by hand boring. Seeing from 

geological structure, a steep small anticline is only observed in that place, 

so worthy oil field structure is not be possible. 
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Coal is recognized in the Shirataki formation, the Saku formation, 

the Kotanbetsu formation and in the Ogurumadake formation. Each 

of them are not continuous and are lenticular in shape, workable reserve 

can not be calculated. 
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